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第
３０
回

国
民
体
育
大
会

秋
季
大
会1傍調の栄冠

少
年
少
女
の
精
進
に
期
待

総
評
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
理
事
長
　
小

宮

一浮

宏

第
３０
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
会
は
、
六
月
に

ユ
ー
バ
ー
杯
戦
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

敗
れ
、
七
六
年
二
月
ま
で
の
ト
マ
ス

杯
戦
ア
ジ
ア
予
選
を
ひ
か
え
る
ち
ょ

う
ど
中
間
の
時
期
に
行
わ
れ
た
。

地
元
二
重
県
チ
ー
ム
の
予
想
以
上

の
善
戦
を
お
り
ま
ぜ
な
が
ら
、
と
く

に
目
に
つ
い
た
の
は
、
下
位
チ
ー
ム

の
充
実
と
い
う
か
、
全
般
的
な
競
技

力
の
向
上
に
よ
り
初
回
戦
か
ら
接
戦

が
多
か
っ
た
こ
と
と
、
各
プ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
選
び
ぬ
か
れ
た
少
年
少
女
諸

君
が
そ
れ
ぞ
れ
め
ぐ
ま
れ
た
素
質
を

も
つ
こ
と
の
二
点
で
あ
っ
た
。
と
く

に
こ
の
有
望
な
少
年
少
女
の
皆
さ
ん

の
今
後
の
精
進
を
心
か
ら
祈
り
た
い
。

一
方
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
メ

ン
パ
ー
は
精
彩
が
な
く
、
単
複
に
ベ

ス
ト
を
つ
く
し
た
小
島

一
平
と
、
湯

木
博
恵
の
両
選
手
の
ほ
か
は
、
物
た

り
な
い
感
を
ま
ぬ
か
れ
な
か
っ
た
。

最
近
の
各
大
会
の
ハ
ー
ド
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
選
手
の
健
康
の
上
か
ら

も
、
高
度
な
競
技
内
容
の
追
求
の
上

か
ら
も
再
検
討
す
べ
き
で
、
本
大
会

の
二
試
合
先
取
打
切
り
の
実
施
は
、

こ
の
面
か
ら
も
適
切
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ダ
ブ
ル
ス
出
場
の
プ
レ

ー
ヤ
ー
が
直
ち
に
シ
ン
グ
ル
ス
を
行

う
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
は
、
き
わ
め
て

過
重
な
負
担
で
あ
り
、
対
策
を
要
す

る
点
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

空から見た総合開会式

聖人 。国体旗の入場

」

円
Ｉ
Ｌ

―
―



◆気力でナショナル 0チーム東京を降す◆

勇撃神刻 Hが2年ぶり
●
壺
〓
八
一
般
）
男
子
▼

一
回
戦

熊　　本２⌒日‐‐００）０長　　野

虹藷
２膏
ザ
が
離

高浜道雄２（‐５‐５‐‐９５）０杉本良洋

〓一　　菫２⌒Ｈ‐‐００）０群　　馬

構料酵徹２（‐５‐７６‐‐１‐‐‐５‐５）・耕吐英厳

山口　香２（‐５‐５‐‐５７）０稲村　浩

兵　　・庫２（日‐‐００）０愛　　緩

靴勘重詢２（‐５‐５‐‐‐‐６）０町軸畔畔

森田幸男２（‐５‐５‐‐０・）０戸井田誠

奈　　良２（日‐‐００）０島　　根

槙曜年寛．２（‐５‐５‐‐８５）０曜醐忠期

堀口　稔２（‐５‐５‐‐４５）０山崎定利

埼．　
玉２（日‐‐００）０青一　　森

疵鴨麟神２（‐５‐５‐‐３５）０繭副績臨

菊地　正２（‐５‐５‐２‐‐‐７‐３‐５）・藤田　潤

秋　　田２⌒Ｈ‐‐００）０宮　　崎

副
ｍ
２（‐５‐５‐‐３４Ｙ
父
鎌

木村敬次２（‐５‐５‐‐２．）０広田　彰

千　　葉２⌒日‐‐００）０高　　知

剛術鋤棚２（‐５‐５‐‐３０）０鋼榔　動一

小柳　博２（‐８‐５‐‐‐４４）０松井智治

栃　　木２⌒Ｈ‐‐００）０福　　岡

一遷齢」蒻２（‐５‐５‐‐５．）。酷様悠孝．

一ネ倉隆夫２（‐５‐８‐‐６‐３）０野見山弘次

福　　井２（日‐‐００）０大　　阪

耐
鮎
袖
職
２
（
‐８‐‐‐５
‐‐‐
‐２‐５８
）
・
糀
晰
公
昇．

近
藤
孝
晴
２
⌒‐５‐５
‐ ‐
８ ８
）
０
池
田
文
昭

滋　　賀２（日‐‐同）‐徳　　島

跡鶏輔腑２（‐５‐５‐‐‐０‐‐）０禁嘉織斬

吉
川
正
行
０
（
９ ‐４
‐ ‐
‐５‐７
）
２
山
下
哲
男

小嶋清治２（‐５‐５‐‐７２）０森　茂行

岩　　手２⌒口‐‐００）０鳥　　取

敲副酵意２⌒‐８‐５‐‐‐７‐‐）０柿槙和鉱
高橋利行２（‐５‐５‐‐７７）０栗原隆政

香　　川２（日‐‐００）０沖　　縄

翻師泰鰐２⌒‐５‐５‐‐５３）０雌勅競動

辻本義文２（‐５‐５‐‐３８）０大山　基

広　　島２⌒Ｈ‐‐‐０）‐山　　形

哺藍教諺２（‐５‐５５‐‐１５９‐５）・詰誦酷幸．

矢島信夫０（９‐２‐‐‐５．５）２吉住　彰

南雲文彦２（‐５‐５‐‐・‐０）０高橋信
一

新　　潟２⌒Ｈ‐‐００）０長　　崎

雑木　極２（‐５‐５‐‐‐‐４）０紳野和麟

捧　　勇２（‐５‐５‐‐７．）０中野和雄

静　　岡２（日‐‐‐０）‐和
歌
山

雌
誹
鰤
一顔
２
（‐８‐５
‐ ‐
‐５‐２
）
０
訓
村
桂
飼

井出裕雄１（‐０６‐８‐‐‐‐５‐５‐６）２宇治　収

笠
井
好
美
２
（‐５‐５９
‐‐―
‐‐‐２‐５
）
・
川
村
桂
司

▼
二
回
戦

一東　　京２⌒Ｈ目００）０熊　　本

賽
乙

―‐２２）０狂請

銭谷欽治２（‐５‐５‐‐８８）０工土恭司

山　　口２（日‐‐００）０京　　都

漱絃膀姉２（‐５‐５‐‐‐３‐３）０縞林金漱

坂
本
賢
二
２
（‐５‐５
‐ ‐
３‐２
）
０
長
崎
久
次

〓
一　
　
菫
２
（２ ０
１ ‐
０ ‐
）
‐
大
　
　
分

相
料
酵
微
．
（８‐２‐５
‐‐‐
‐５‐５８
）
２
縮
胡
麟

一三

山
口
　
香
２
（‐５‐５
‐ ‐
３ ４
）
０
森
　
裁
美

増
井
孝
夫
２
（‐５‐‐‐５
‐‐‐
３‐５５
）
・
宮
原
秀
三

宮一　　城２⌒Ｈ‐‐００）０兵　　・庫

激馴疎喜．２⌒‐５‐５‐‐９９）０戦柚重詢

山並正人２⌒‐５‐５‐‐６９）０森田幸男

北
海
道２⌒Ｈ‐‐‐０）‐奈　　良

林
酬
轍
朋
２
（‐５‐５
‐ ‐
３‐‐
）
０
麒
曜
年
寛．

大竹憲
一０（‐‐２‐―‐５‐５）２植田　寛

遠藤好男２（‐５‐５‐‐５６）０堀口　稔

埼　　玉２⌒日‐‐００）０鹿・児
凸ロ

●
１
９
７
５
年
総
集
号



大  鈴捧
竹  木

疵鴨辟秘２（‐５‐５‐‐０７）０聯研敵却

尾崎幹雄２⌒‐５‐５‐‐０６）０前薗俊哉

岐　　阜２⌒Ｈ‐‐‐０）‐秋　　田

哺田芳は２（‐５‐５‐‐‐５）０勘軸晦膨

森　芳夫０（８２‐―‐５‐５）２舟山敏彦

河田　満２⌒‐５‐８‐‐９‐５）０木村敬次

富一　　山２⌒‐‐‐‐，０）‐千　　葉

徊鶏博嘘２
一‐５‐５５‐‐１３‐０‐５）・剛衝効樅

米
沢
和
男
０
⌒３‐２
‐ ‐
‐５‐５
）
２
田
所
光
雄

今泉　勉２（‐５‐５‐‐‐０８）０浜谷安裕

愛一　　知２（日‐‐００）０栃　　木

鉢酬順款２（‐５‐５‐‐０１）０一肛齢囃卿

谷口　寛２（‐５‐５‐‐‐‐７）０黄倉隆生

福　　井２（‐‐‐‐‐０）‐福　　島

躊一動神職
２一‐５０‐５‐‐‐‐０‐５８）・紳嶋練喘

水
上
誠
二
０
⌒７ ４
‐ ―
‐５‐５
）
２
松
崎
和
朗

近
藤
孝
晴
２
一‐８‐５７
‐‐―
‐３‐‐‐５
）
・
中
島
恵
治

佐　　賀２⌒Ｈ‐‐００）０滋　　賀

意耕趙燈２（‐５‐５‐‐４８）０恥鵬輔腑

大束歳文２⌒‐５‐５‐‐４３）０古川正行

山　　梨２（日‐‐‐０）‐岩　　手

確岬輔駐２（‐５‐５‐‐０３）０説馴酵隷

小
松
茂
仁
０
（７ ７
‐ ―
‐５‐５
）
２
高
橋
利
行

秋
山
真
男
２
（‐５‐５
‐ ‐
‐０２
）
０
鬼
柳
孝
夫

香
　
　
川
２
⌒口
‐ ‐
‐ ０
）
‐
石
　
　
川

枷
師
泰
鱒
２
⌒‐５‐５
‐ ‐
‐‐７
）
０
棘
下
茂
勘

日下　昇０⌒３９‐―‐５‐５）２堂各内均

横田泰徳２（‐５‐５９‐‐１４６‐５）・松下　力

茨　　城２⌒日‐‐‐０）‐広　　島

樹
略
縮

一之
２
一‐５‐０‐５
‐‐‐
８‐５‐２
）
・
師
揮
教
諺

米
沢
志
郎
１
（５４‐５
‐‐‐
‐５‐５‐０
）
２
矢
野
信
夫

村
谷
信
之
２
（‐５‐２‐５
‐‐‐
７‐５‐２
）
・
南
雲
文
彦

新
　
　
潟
２
（日
‐ ‐
‐ ０
）
‐
岡
　
　
山

鶴２一‐５‐‐‐５‐‐‐６‐５４）・勝壮一一男

豊０（８‐３‐‐‐５‐５）２藤原　航
知鶏博蛇２（‐５‐５‐‐５８）０濾田芳敵

米沢和男２⌒‐５‐５‐‐６５）０森　芳夫

愛　　知２⌒日‐‐００）０福　　井

鉢叩順敷２（‐５‐５‐‐５‐０）０躊鮎袖職

谷口　寛２（‐５‐５‐‐４‐‐）０寺崎由雄

山　　梨２（Ｈ‐‐‐０）‐佐　　賀

確岬輔肛２⌒‐５‐５‐‐・１）０意耕趙靖

小
松
茂
仁
０
⌒‐‐３
‐ ―
‐５‐５
）
０
大
東
歳
文

秋
山
真
男
２
⌒‐５‐５
‐ ‐
２ ６
）
０
高
柳
静
夫

香　　川２⌒Ｈ‐‐００）０茨　　城

翻
師
泰
鱗
２
（
‐５‐５
‐ ‐
８ ４
）
０
樹
略
締

一之

日下　昇２（‐５‐５‐‐４７）０和田講
一

神
塞不川２（日‐‐００）０新　　潟

掛

嶋

秀
一
牌

２

（
‐５ ‐２ ‐５

‐ ‐ ‐

５ ‐５ ８

）

・

齢

木

　

鶏

笠井教行２（‐５‐５‐‐８４）０鈴木　裕

▼
準
々
決
勝

東　　京２（日‐‐００）０宮　　城
蠅
馴
齢
二孝
２
一
‐５‐５‐２
‐‐‐
５９‐５
）
・
珈
雌
証

一人

銭
谷
欽
治
２
（
‐５‐５
‐ ‐
・ ３
）
０
及
川
憲

一

富　　山２⌒２‐―‐０‐）‐埼　　玉

知莉博舷・（‐４‐５３‐‐―‐７７‐５）２薦鴨辟神

米
沢
和
男
２
（‐５‐５
‐ ‐
０‐３
）
０
飯
野
佳
孝

今泉　勉２（‐８‐５‐‐‐４４）０尾崎幹雄

愛　　知２（日‐‐００）０山　　梨

鉢蝸順鍬
２
（‐５‐‐‐５‐‐‐‐０‐５‐０）１確
岬輔
疑

本
間
順
次
２
（‐５‐５
‐ ‐
０ ６
）
０
秋
山
真
男

神

奈

川
２
⌒Ｈ
‐ ‐
‐ ０
）
‐
香
　
　
川

掛
鴫
秀一
評
２
一
‐５‐２‐５
‐‐‐
８‐５７
）
・
翻
師
泰
鰐

笠
井
教
行
１
一８‐５７
‐‐―
‐５． ‐５
）
２
日
下
　
昇

小
島

一
平
２
（‐５‐５
日
０ ４
）
０
横
田
泰
徳

▼
準
決
勝

東　　京２（日‐‐００）０富　　山

鋤駒酢野２⌒‐５‐５‐‐６７）０知期博蛇

鈴木　裕２（‐５‐５‐４‐‐‐３５‐７）・芳上
一男

神
奈
川２（日‐‐００）０静一　　岡

宮′‐、嶋秀一押２⌒‐５‐５‐‐７６）０推餅街議

笠井教行２（‐５‐５‐‐３‐０）０西島知彦

▼
三
回
戦

東　　京２（日‐‐００）０山　　口

蠅釉飾考２（‐５‐７‐‐４‐４）０疎絃麟却

銭
谷
欽
治
２
（
‐５‐５
‐ ‐
４．
）
０
坂
本
賢
二

宮　　城２⌒Ｈ‐‐００）０三　　菫

珈唯証
一人２（‐５‐８‐‐‐２‐４）０構緋酵徹

山並正人２⌒‐５‐５‐‐５２）０山口　香

埼．　
玉２（Ｈ‐‐００）０北
海
道

厩勁辟雛２（‐５‐３‐５‐‐‐３‐８７）・林鋪融甥

尾
崎
幹
雄
２
（‐５‐５
‐ ‐
６ ２
）
０
大
竹
憲

一

富　　山２⌒Ｈ‐‐００）０岐　　阜



銭
谷
欽
治
２
（
‐５‐５
‐ ‐
７．
）
０
米
沢
和
男

神
奈
川２（‐‐‐‐００）０愛一　　知

宮′‐、嶋
着肝
２
一榔
「増）０林
酬
順
臥

笠
井
教
行
２
（‐５‐５
‐ ‐
４ ２
）
０
本
間
順
次

▼
三
位
決
定
戦

富　　山２（Ｈ‐‐００）０愛　　知

知細博嘘２一‐５３‐５‐‐‐５‐５８一・鉢珊順懃

今泉　勉２（‐５‐５に６６）０松島信之

▼
決
勝

神

本
不
川
２
（口
‐ ‐
‐ ０
）
‐
東
　
　
一泉

「幹嶋秀一肝
２
一‐５‐‐‐８
・‐５‐５‐６）・慟哺響所平

笠
井
教
行
０
（
８ ２
‐ ―
‐５‐５
）
２
銭
谷
欽
治

小
自
■

平
２
⌒
‐５‐５
‐ ‐
８ ９
）
０
栂
野
尾
昌
一

成
年
男
子

一
般
の
部
は
、
宿
敵
同

士
の
対
決
と
な
っ
た
が
、
神
奈
川
は

よ
く
ダ
ブ
ル
ス
を
制
し
て
、
優
位
に

た
ち
、
第
二
試
合
は
失
っ
た
も
の
の
、

小
島
は
ス
ト
レ
ー
ト
で
栂
野
尾
を
降

し
、
第
二
試
合
を
も
の
に
し
て
、
二

年
ぶ
り
通
算

一
〇
度
目
の
栄
冠
を
獲

得
し
た
。

ダ
ブ
ル
ス
を
制
す
る
こ
と
は
、
国

体
競
技
勝
利
の
要
件
で
あ
り
、
戦
前

の
予
想
と
し
て
は
、
東
一示
が
は
る
か

に
神
奈
川
を
上
回
り
、
よ
も
や
東
京

が
、
ダ
ブ
ル
ス
を
失
う
と
は
、
予
想

だ
に
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
結
果
は
ど
つ
だ
っ
た
か
。

第

一
試
合
の
ダ
ブ
ル
ス
は
、
第

一
、

第
二
、
第
ニ
ゲ
ー
ム
と
も
に
、
東
京

は
緒
戦
に
お
い
て
十
分
リ
ー
ド
を
保

っ
て
い
た
。
第
ニ
ゲ
ー
ム
は
、
か
ろ

う
し
て
逃
げ
き
っ
た
も
の
ヽ
、第

一
、

第
ニ
ゲ
ー
ム
は
、
後
半
栂
野
尾
、
池

田
の
凡
ミ
ス
に
乗
じ
た
神
奈
川
の
押

込
み
に
逆
転
を
許
し
、
遂
に
東
京
は

こ
の
貴
重
な
第

一
試
合
を
失
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
つ
な
っ
た
以
上
、
東
京

に
残
さ
れ
た
唯

一
の
作
戦
は
、
第
二

試
合
の
銭
谷
に
時
間
を
か
け
ず
に
笠

井
を
降
さ
せ
、
疲
労
そ
の
極
に
達
し

て
い
る
小
島
を
、
そ
の
ま
ま
栂
野
尾

に
ぶ
っ
つ
け
て
、　
一
挙
に
逆
転
す
る

以
外
に
方
法
は
な
い
は
ず
だ
。

一
方
、
笠
井
に
し
て
み
れ
ば
、
（
こ

こ
一
番
、
じ
っ
く
り
喰
い
下
っ
て
勝

利
す
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
）
エ
ー

ス
小
島
の
回
復
に
必
要
に
し
て
十
分

な
時
間
を
か
せ
ぐ
か
、
い
ず
れ
か
で

あ
る
。
結
果
は
ど
つ
で
あ
っ
た
か
、

第
二
試
合
所
要
時
間
は
二
十
三
分
、

笠
井
は
執
拗
に
喰
い
下
っ
て
、
小
島

の
復
調
に
十
分
と
は
い
え
な
い
ま
で

も
必
要
な
時
間
を
か
せ
ぎ
、
所
期
の

目
的
を
達
し
て
小
島
に
最
終
戦
の
決

着
を
ゆ
ず
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
試
合
は
、
栂
野
尾
と
小
島
の

対
決
。
わ
が
国
最
高
の
カ
ー
ド
と
い

っ
て
も
過
言
で
な
く
、
満
場
の
耳
目

を
集
中
さ
せ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
っ
た
が
、
栂
野
尾
の
小
島
に
対
す

る
日
頃
の
執
念
に
何
か
、
欠
け
る
も

の
が
あ
っ
た
様
に
感
じ
た
の
は
筆
者

の
み
だ
っ
た
ろ
う
か
。

第

一
ゲ
ー
ム
は
栂
野
尾
リ
ー
ド
の

ま
ま
展
開
さ
れ
、
９
１
５
の
と
こ
ろ

で
６
回
サ
ー
プ
権
の
移
動
が
あ
り
、

ゲ
ー
ム
の
展
開
が
止
っ
た
か
に
感
じ

た
が
、
そ
の
後
、
栂
野
尾
の
ミ
ス
に

乗
し
た
小
島
の
気
塊
の
プ
レ
ー
に
、

に
わ
か
に
ゲ
ー
ム
の
流
れ
は
変
わ
り
、

一
挙
に
１０
ポ
イ
ン
ト
を
失
い
、
小
島

に
逆
転
を
許
し
て
し
ま
っ
た
。
第
二

ゲ
ー
ム
は
終
始
小
島
リ
ー
ド
の
ま
ま

す
さ
ま
じ
い
ば
か
り
の
気
力
の
前
に
、

栂
野
尾
は
地
方
の
片
鱗
す
ら
見
せ
ず

破
れ
去
っ
た
の
で
あ
る
。

「
一
に
気
力
、
二
に
体
力
、
三
、

四
が
な
く
て
五
に
技
術
」
こ
れ
は
観

戦
後
の
実
感
で
あ
ゑ

決
し
て
、
日
本
の
ト
ッ
プ

・
プ
レ

ー
ヤ
ー
を
椰
楡
し
て
い
る
の
で
は
な

い
。い
く
つ
か
の
ス
ト
ロ
ー
ク
、
い
く

つ
か
の
フ
ラ
イ
ト
、
幾
通
り
か
の
コ

ー
ス
を
、
打
つ
瞬
間
に

一
つ
ず
つ
だ

け
選
択
し
て
、
動
き
の
中
で
捕
ら
え

て
、
対
手
を
苦
し
め
、
自
ら
を
優
位

に
立
た
し
め
る
の
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
動
き
の
中
で
、

効
果
的
な
組
合
せ
を
択

一
出
来
る
能

力
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
技
術
で
あ
ゑ

現
在
の
ト
ッ
プ

・
プ
レ
ー
ヤ
ー
は

最
も
効
果
的
な
択

一
能
力
の
ほ
か
に
、

よ
り
高
次
元
な
能
力
、
例
え
ば
、
フ

ェ
イ
ン
ト

・
モ
ー
シ
ョ
ン
、
あ
る
い

は
、
フ
ェ
イ
ン
ト
を
見
破
る
ア
ン
テ

ィ
シ
ペ
ー
シ
ョ
ン

（予
見
力
）
を
兼

ね
そ
な
え
て
い
る
か
ら
、
ト
ッ
プ

。

プ
レ
ー
ヤ
ー
た
り
得
る
の
で
あ
る
が
、

も
し
、
か
り
に
、
こ
れ
ら
高
次
元
な

技
術
を
具
備
し
た
選
手
が
、
と
も
に

激
突
し
た
場
合
、
技
術
が
技
術
を
制

す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
、
出

来
な
い
時
だ
っ
て
あ
り
得
る
の
で
あ

る
。
現
に
あ
っ
た
か
ら
、
あ
え
て
間

題
を
提
起
す
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て

界

。
宮
永
と
い
う
ダ
ブ
ル
ス
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
秋
山

・
小
島
と
い
つ
ダ

ブ
ル
ス
も
あ
っ
た
。
と
も
に
根
性
で
、

世
界
に
そ
の
勇
名
を
馳
せ
た
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
栂
野
尾

・
池
田
の

ダ
ブ
ル
ス
は
、
絶
妙
な
コ
ン
ピ
ネ
ー

シ
ョ
ン
、
い
わ
ば
、
技
術
で
日
本
の

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
世
界
に
紹
介
し
た

と
筆
者
は
評
価
し
て
い
る
。

所
詮
、
人
間
の
や
る
こ
と
だ
か
ら
、

体
力
に
も
限
界
が
あ
る
。
技
術
に
も

行
き
つ
く
所
は
あ
る
だ
ろ
■ヽ

し
か

し
、
体
力
的
な
限
界
を
、
行
き
つ
い

た
技
術
を
、　
一
日
で
も
、　
一
歩
で
も

昇
華
さ
せ
う
る
も
の
は
、
は
げ
し
い

闘
志
と
、
む
き
だ
し
の
気
力
を
お
い

て
他
に
な
い
と
考
え
る
。

両
選
手
の
消
長
は
、
今
や
わ
が
国

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
消
長
に
通
し
、
そ

の
脱
皮
こ
そ
、
日
本
の
パ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
発
展
の
方
法
論
で
あ
る
と
信
じ

れ
ば
こ
そ
、
な
お

一
層
の
気
力
の
充

実
を
祈
る
や
切
で
あ
る
。

気
力
、
体
力
で
上
回
っ
た
小
島

―
―

戦
評

日
本
バ
ド
ヽヽヽ
ン
ト
ン
協
〈〓
常
務
理
事
　
内
藤
安
雄

◆
「
ユ
ー
バ
ー
杯
奪
還
へ
の
道
」
が
刊
行
さ
れ
ま
す

（詳
し
＜
は
３２
ベ
ー
ジ
を
）



◆成年女子 香川健闘し2位に<いこむ

東京,他県を寄せつけずに完勝

◆
成
年
女
子
▼

一
回
戦

熊　　本２（日‐‐００）０高　　知

紹酬識吾２（‐５‐５‐‐８３）０噸鰹暉難

弓削鈴子２⌒‐２‐‐‐‐‐０４）０長井美枝

福　　井２（日‐‐００）０愛　　知

は
２一‐５‐‐‐５峯
ヅ

山
本
小
夜
子
Ｚ
一
‐２０‐‐
田
‐０‐‐６
）
・
布
上
茂
美

▼
二
回
戦

東　　一尿２（日‐‐００）０熊　　本

膨麻難聴２（‐５‐５‐‐２‐０）０紹酬論吾

池田美加２一‐‐１１‐‐‐‐‐４４‐２）‐弓削鈴子

山　　口２（日‐‐‐０）‐二　　重

規師発凱
２
（‐５‐５８‐‐―‐０‐０‐５）・Ｍ絡囃新

丸
山
富
江
０
⌒８ ２
‐ ―
‐‐１‐
）
２
山
森
明
美

永
田
美
登
里
２
（‐‐‐‐
‐ ‐
３ ３
）
０
田
中
恵
美
子

宮
　
　
山
２
（‐ ‐
‐ ‐
０ ０
）
０
兵
　
　
庫

硫馴醜汗２（‐５‐８‐‐‐０‐４）０脚棚魏青

京
田
恵
津
子
２
（‐‐‐２
‐ ‐
９‐０
）
０
北
村
秀
子

岐　　阜２⌒Ｈ‐‐‐０）‐宮　　城

絋継慟薔２一‐５‐５‐‐‐‐‐‐０３‐５）・離型虹殊

多
賀
洋
子
１
（５‐‐４
‐‐―
‐‐８‐‐
）
２
渡
辺
正
栄

名
和
和
子
２
（‐‐‐２
‐ ‐
２‐‐
）
０
渡
辺
典
子

岡　　山２（日‐‐００）０北
希″道

蒟剛嚇吾２⌒‐５‐５‐‐２‐）０繭謹群科

石田雅子２⌒‐‐‐‐‐‐５２）０藤島百子

栃　　木２（日‐‐００）０和
歌
山

滲縦濯蓄２（‐５‐５‐‐３２）０彬嘲嫁吾

青
木
恵
美
子
２
（‐‐‐‐
‐ ‐
６ ７
）
０
酒
井
澄
子

長　　崎２⌒Ｈ‐‐００）０秋　　田

枷畑麟一２（‐５‐８‐２‐‐‐６‐３‐５）・・耐俳孫

樋
口
省
子
２
⌒‐‐‐‐
‐ ‐
６ ９
）
０
樋
渡
満
子

香　　川２（口‐‐００）０福　　井

酬鯨勤確２（‐５‐５‐‐６‐‐）０岬岬鴫博

酬
疎
誘
豪
２
⌒
‐８‐５
‐ ‐
‐５‐２
）
０
罰
剛
嚇
新

田
所
静
子
０
⌒９ ６
‐ ―
‐‐１‐
）
２
石
田
雛
子

川
東
秀
美
２
⌒
‐‐‐‐
‐ ‐
４．
）
０
藤
原
敦
子

▼
三
位
決
定
戦

岡　　山２⌒Ｈ‐‐００）０岐　　阜

覇剛嚇新２（‐５‐５‐‐‐２‐０）０絋椰働吾

石田雅子２（‐‐‐‐‐‐４４）０広沢功子

▼
決
勝
東　　京２（日‐‐００）０香　　川

鵬麻鶏鵬２（‐５‐５‐‐‐‐７）０酬疎誘識

湯木博恵２（‐‐‐‐‐‐３２）０田所静子

田
所
議
盟
１
２
（‐２‐‐７
‐‐１
９０‐‐
）
．
山
本
小
夜
子

▼
準
々
決
勝

香　　川２⌒Ｈ‐‐００）０長　　崎

酬疎誘議２（‐５‐５‐‐７２）０翻鯛艦吾

田所静子２（‐‐１１３‐‐１３２‐‐）１樋口省子

▼
準
決
勝

東
　
京２⌒２０１‐０‐）‐岐　　阜

膨麻難朧０（９‐２‐‐‐５‐５）２絋継慟吾

湯
木
博
恵
２
⌒‐‐‐‐
‐ ‐
４ ０
）
０
名
和
和
子

池
田
美
加
２
（‐‐‐‐
‐ ‐
２ ６
）
０
広
沢
功
子

香
　
　
川
２
⌒日
‐ ‐
‐ ０
）
‐
岡
　
　
山

香
川
の
善
戦
、
湯
木
に
通
ぜ
ず

―
―

戦
評

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
代
議
員
　
伊
豆
　
晃

東
京
の
完
勝
に
終
わ
っ
た
。
ま
ず

ダ
ブ
ル
ス
は
香
川
県
チ
ー
ム
川
東
の

左
が
有
効
に
き
ま
り
、
善
戦
し
た
が

湯
木
の
た
く
み
な
ラ
ケ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
あ
し
ら
わ
れ
た
。

と
く
に
湯
木
の
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
ス

ト
ロ
ー
ク
が
よ
く
決
ま
っ
た
。

シ
ン
グ
ル
ス
は
田
所
の
サ
ー
ビ
ス

ミ
ス
が
多
く
、
こ
こ
で
と
い
つ
と
こ

ろ
で
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
ら
れ
ず
に
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。



◆
成
年

（教
員
）
男
子

エ
ー
ス
長
谷
川
大
活
躍

一．一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．一一一一一一一一・一一・一一・一・・．一・・．．一
・・

う
ま
さ
の
石
川
、
群
馬
の
若
さ
を
は
ね
返
す

今井勇司２（‐５‐５‐‐７８）０森　　隆

〓一　　重２（Ｈ‐‐００）０北
綸“道

研
卿欽馳
２
（‐５８‐５‐‐‐０‐５２）・彬
囲裁隷

平
田
欽
也
２
（‐５‐５
‐ ‐
３ ５
）
０
菅
原
宏
志

宮　　城２⌒Ｈ‐‐‐０）‥熊　　本

相瑯磁
一２
一‐８‐５‐５‐‐‐‐６７‐８）・紅灘勇鯵

渡
部
紘

一
０
（３ ７
‐ ―
‐５‐５
）
２
工
藤
勇
参

木戸純
一２（‐５‐５‐‐８９）０稲津　悟

石　　川２（日‐‐００）０岡　　山

願
谷
剃

一進
２
（‐５‐５
‐ ‐
７ ７
）
０
柱
略
和
期

和田　修２（‐５‐５‐２‐‐‐８５‐５）・三宅　勝

◆
成
年
（教
員
）男
子
▼
一
回
戦

群　　馬２（日‐‐‐０）‐香　　川

崎排務銅２（‐５‐５‐‐‐２９）０隷晰枷赦

関
　
俊
夫
１
（７７‐５
田
‐５‐５３
）
２
永
原
浩
治

今
井
勇
司
２
（‐５‐５
‐ ‐
２ ６
）
０
藤
原
和
文

岡　　山２⌒Ｈ‐‐‐０）‐愛　　知

仁略和妍
２
一‐５．０‐５‐‐‐・０‐５３）・秤概酵・

小
田
和
文
１
（５． ‐５
‐‐‐
‐５‐５‐‐
）
２
平
松
孝
孔

三宅　勝２（‐５‐５‐‐９２）０八神由
一

▼
準
々
決
勝

群　　馬２⌒日‐‐００）０和
歌
山

幹誹露嗣２（‐５‐５‐‐７６）０胡鯛麟隷

▼
準
決
勝

群　　馬２（日‐‐００）０三

幹誹獅嗣２
（‐５‐２‐５‐‐‐７‐５７）・画
期欽馳

桐
生
台
次
郎
２
（
‐５‐‐‐５
‐‐‐
９‐５‐２
）
・
平
田
欽
也

石
　
　
川
２
⌒日
‐ ‐
‐ ０
）
‐
宮
　
　
城

瓢
谷
牒
進．
２
一‐５‐‐‐８
‐‐‐
‐２‐５‐７
）
・
継
瑯
磁

・

和田　修０（５５‐―‐５‐５）２木戸純
一

長
谷
川
進
２
（‐５‐５
‐ ‐
・ ６
）
０
渡
部
紘

一

▼
三
位
決
定
戦

宮　　城２⌒日‐‐同）‐三　　菫

柱瑯磁
一２⌒‐５‐５‐‐２９）０酔卿欽馳

工盃戸純
一１（０１５‐２‐‐‐‐５‐２‐５）２西城　博

石　　川２（日‐‐００）０群　　馬

瓢谷喉進．２（‐５‐５‐‐‐０６）０幹餅顕嗣

長谷川進２⌒‐５‐５‐‐‐２‐０）０桐生台次郎

渡
部
紘

一

▼
決
勝

2

152 15
1  1  1

12156

1

平
田
欽
也

長
谷
川
鋭
い
ネ
ッ
ト
プ
レ
ー
で
一
気
に
逆
転

―
―
戦
評

日
本
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
代
議
員
　
伊
豆
　
晃

老
練
な
石
川
と
、
若
さ
の
群
馬
の

対
決
で
興
味
が
も
た
れ
た
が
、
石
川

の
う
ま
さ
に
群
馬
が
あ
し
ら
わ
れ
た

感
じ
が
し
た
。

ダ
ブ
ル
ス
は
一
ゲ
ー
ム
群
馬
の
ミ

ス
が
最
初
に
目
立
ち
、
終
始
石
川
が

先
行
し
て
終
わ
っ
た
。
第
ニ
ゲ
ー
ム

は
４
１
０
と
群
馬
が
先
行
し
て
白
熱

し
た
が
、
つ
づ
い
て
６
ポ
イ
ン
ト
連

続
失
点
で
そ
こ
ま
で
で
あ
っ
た
。

シ
ン
グ
ル
ス
は
群
馬
桐
生
選
手
の

サ
イ
ド
と
バ
ッ
ク
の
オ
ー
パ
ー
が
目

立
ち
、
こ
れ
も
連
続
６
失
点
で
苦
し

い
ス
タ
ー
ト
、
中
盤
ジ
リ
ジ
リ
追
い

上
げ
た
が
、
１０
１
８
で
息
切
れ
し
た

よ
つ
で
あ
っ
た
ｏ

第
ニ
ゲ
ー
ム
は
、
桐
生
選
手
９
１

３
と
リ
ー
ド
し
た
が
、
中
盤
長
谷
川

選
手
の
す
る
ど
い
ネ
ッ
ト
プ
レ
ー
に

逆
転
さ
れ
、
１５
‐
９
で
敗
れ
去
っ
た
。



◆
少
年
男
子

地
元
三
重
も
ベ
ス
ト
４
に

奈
良
、富
田
を
軸
に
あ
ぶ
な
げ
な
く
三
度
目
の
優
勝

◆
少
年
男
子
▼

一
回
戦

長　　崎２⌒Ｈ‐‐００）０岡　　山

牌一確肌２（‐５‐５‐‐７９）０牌畷礎ａ

森　俊弘２⌒‐５‐５‐‐‐２３）０平田重男

香一　　川２⌒Ｈ‐‐００）０北
海
道

輩謝卿に２（‐５‐５‐‐６３）０に略報胴

宮宇地宏２（‐５‐５‐‐７‐２）０吉田茂徳

▼
準
々
決
勝

奈　　良２⌒Ｈ‐‐００）０長　　崎

計印朝端２（‐５‐５‐‐７７）０糠上確肌

吉岡伸浩２（‐５‐５‐‐５６）０森　俊弘

〓一　　■２（日‐‐‐０）‐栃　　木

峨醐妊輔２⌒‐５‐５‐‐‐３６）０姉卿谷駆

小山敏男０（９‐‐―‐１５‐５）０市村　匡
浅
沼
正
義
２
⌒
‐５‐５
‐ ‐
８ ０
）
０
水
野
谷
厚

宮　　城２（日‐‐‐０）‐愛
．
知

漏
測光
隣
２
（‐８‐５６
‐‐―‐３‐０‐５）・和継増酬̈

宍
一Ｐ
陸
革
〈０
（‐‐‐０
‐ ‐
‐５‐５
）
２
日
比
野
伸
昭

橋川光孝２（‐５‐５‐‐８‐‐）０松村　昌

石　　川２⌒Ｈ‐‐００）０香　　川

酪楡難結２⌒‐５‐５‐‐９３）０謝謝帥に

坂本宏志２（‐５‐５‐‐‐２．）０宮宇地宏

▼
準
決
勝

奈　　良２（日‐‐‐０）‐三　　菫

酷印朝焙２（‐５‐５‐‐４‐０）０峨醐妊義

冨
田
章
夫
０
⌒９‐４
‐ ‐
‐５‐７
）
２
浅
沼
正
義

吉
岡
伸
浩
２
⌒‐５‐５
‐ ‐
６ ８
）
０
山
西
友
幸

石
　
　
川
２
⌒Ｈ
‐ ‐
０ ０
）
０
宮
　
　
城

聴
離
賠
２
（‐５‐５
じ
０
儲
熙
光
雑

前
陣
速
攻

の
基
本
プ

レ
ー

に
好
感

坂
本
宏
志
２
（
‐５‐５
‐ ‐
‐３８
）
０
参

Ｆ
隆
夫

▼
三
位
決
定
戦

宮一　　城２⌒２０１‐０‐）‐二　　重

漏測光畔
・（６８‐５‐‐‐‐５‐５４一２峨醐妊報

宍
一月
隆
夫
２
⌒
‐５‐８
‐ ‐
‐‐‐６
）
０
浅
沼
正
義

橘
川
光
孝
２
（‐５‐‐‐５
‐‐‐
・‐５６
）
・
小
山
敏
男

▼
決
勝
奈　　良２⌒Ｈ目００）０石　　川

龍剛鮮献２（‐５‐５‐‐‐０３）０醸辣離焙

冨田章夫２⌒‐８‐５‐‐‐４‐‐）０坂本宏志

日
本
バ
ド
ヽヽ
ヽ
ン
ト
ン
協
会
常
務
理
事
　
遠

井

稔

男

ク
に
富
田
を
お
き
、　
一
方
石
川
は
酒

井
を
前
に
、
宮
森
を
後
に
お
き
、
前

後
陣
型
で
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
た
。

と
く
に
吉
岡
の
ネ
ッ
ト
前
で
の
幅

広
い
動
き
の
プ
レ
ー
が
、
パ
ー
ト
ナ

ー
富
日
の
強
烈
な
ス
マ
ッ
シ
ュ
の
連

打
に
結
び
つ
い
た
。
宮
森

・
酒
井
に

つ
け
い
る
ス
キ
を
与
え
な
か
っ
た
の

が
こ
の
結
果
と
な
っ
た
。

両
ペ
ア
と
も
前
後
陣
型
の
攻
守
を

中
心
と
す
る
戦
法
で
前
陣
速
攻
の
基

本
的
プ
レ
ー
に
は
好
感
が
も
て
た
。

一
方
、
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
、
富
田

が
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
坂
本
を
破

っ
た
。

エ
ン
シ
ン
フ
ル
回
転
の
富
田
は
、
落

差
の
大
き
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
連
打
し
、

第

一
、
第
ニ
ゲ
ー
ム
と
も
に
必
死
で

く
い
さ
が
る
坂
本
を
振
り
切
っ
た
。

少
年
男
子
の
部
は
、
単

・
複
と
も

に
奈
良
県
の
気
合
勝
ち
と
い
っ
た
感

じ
が
強
か
っ
た
。

―
―

戦
評

少
年
男
子
の
部
は
、
あ
ぶ
な
げ
な

く
奈
良
県
が
石
川
県
を
破
り
、
三
度

目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

奈
良
は
正
強
高
の
富
田

・
吉
岡

・

田
島
の
単
独
チ
ー
ム
に
対
し
、
石
川

は
金
沢
工
高
の
宮
森

。
酒
井
と
七
尾

農
高
の
坂
本
の
混
成
チ
ー
ム
で
あ
る
。

夏
の
全
国
大
会
で
は
団
体
戦
と
個

人
戦
の
そ
れ
ぞ
れ
決
勝
戦
の
ダ
ブ
ル

ス
で
対
戦
し
、　
一
勝

一
敗
の
成
績
で

あ
っ
た
た
め
非
常
に
関
心
が
強
か
っ

た
。と
く
に
こ
の
ダ
ブ
ル
ス
は
全
日
本

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
池
田

・
栂
野
尾
を

連
想
さ
せ
る
ペ
ア
で
も
あ
る
。
富
田

（
一
八
〇
台
）
吉
岡

（
エ
ハ
○
台
）

の
奈
良
ペ
ア
に
対
し
、
宮
森

・
酒
井

も
奈
良
同
様
に
長
短
身
の
ペ
ア
で
あ

ワ●
。ダ
ブ
ル
ス
の
ゲ
ー
ム
内
容
は
、
２

１
０
の
ス
ト
レ
ー
ト
で
奈
良
が
勝
っ

た
。
ム
全
艮
は
ト
ッ
プ
に
吉
岡
を
バ
ッ



▲開会式における両陛下

◆
「
ユ
ー
バ
ー
杯
奪
還
へ
の
道
」
が
刊
行
さ
れ
ま
す

（詳
し
＜
は
３２
ベ
ー
ジ
を
）
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◆
少
年
女
子

三
重
大
声
援
を
背
に
二
位
に
入
賞

大
阪
、
実
力
ど
お
り
の
完
勝

植
野
余
裕
の
プ
レ
ー

◆
少
年
女
子
▼

一
回
戦

山　　形２⌒Ｈ‐‐‐０）‐東　　京

掛略麟青２（‐５‐５‐‐９２）０鰍焙畷吾

土塁
藤
幸
子
１
（４４‐２
‐‐‐
‐‐‐‐９
）
２
徳
永
順
子

小
松
澄
子
２
⌒‐‐‐‐
‐ ‐
６ ０
）
０
水
野
昌
子

北
海
道２（日‐‐００）０静　　岡

機グ
回
・聟

三
本
澄
江
２
一‐‐８‐‐
‐―‐
７‐‐３
）
・
栗
田
素
蛾

▼
準
々
決
勝

香　　川２（日日‐０）１山　　形

輌押下群２一‐５７‐８‐‐‐‐‐‐５‐７）‐＝翻韻青

前川加代子０（６９‐―‐‐１‐）２注導曝幸子

渋谷茂子２（‐‐‐‐‐‐６８）０小松澄子

〓一　　菫２（日‐‐００）０長　　崎

鈴
纂̈
２（晋
５‐４Ｙ
繭
重
け

野
崎
知
花
２
（‐‐１１３
‐‐１
５８‐‐
）
１
山
田
一示
子

石　　川２（日‐‐００）０岡　　山

商印動数移２
（‐５‐８
‐‐９‐６）Ｏｍ賜御コ副

石
圧
輝
子
２
（‐‐‐‐
‐ ‐
・ ８
）
０
橋
本
千
春

大　　阪２（日‐‐００）０北
海
道

魃
二

‐―‐‐２）０喘冥

北村寿弥子２（‐‐‐‐‐‐２４）０三六蒸洋」

▼
準
決
勝

〓一　　重２（２０１‐口）‥香一　　川
硲
肇

団

２
厠

野
一崎
知
花
２
（‐２‐２
‐ ‐
‐０‐‐
）
０
前
川
加
代
子

槙
野
い
く
子
Ｚ
（‐‐１２８
‐‐１
８９‐‐
）
１
渋
谷
茂
子

▼
三
位
決
定
戦

香　　川２（２０１‐０‐）‐石　　川

餅崎一栽肝
０
（６‐６‐‐‐５‐７）２磁田動数移

前
川
加
代
子
Ｚ
（‐‐‐‐
‐ ‐
６ ９
）
０
石
垣
輝
子

渋（命茂子２（‐‐‐２‐‐・‐０）０石田ひとみ

▼
決
勝
大　　阪２（日‐‐００）０三　　重

僣
鍵
員
‐‐５‐‐５９６）０聡
」馨

植野恵美子Ｚ（‐‐‐‐‐‐０．）０野崎知花

成
年

（
一
般
）
男
子
優
勝
の

′
lヽ

島

息
づ
ま
る
よ
つ
な
ポ
イ
ン
ト
争

い
。
白
い
シ
ャ
ト
ル
が
生
き
物
の

よ
つ
に
動
い
て
激
し
い
ラ
リ
ー
が

続
ぐ
。
１
対
１
か
ら
勝
負
の
か
か

っ
た
第
３
試
合
。
神
奈
川
の
エ
ー

ス
、
小
島
と
東
京
の
栂
野
尾
は
と

も
に
ト
マ
ス
杯
代
表
選
手
。
手
の

内
を
知
り
尽
く
し
た
同
士
の
対
戦

だ
け
に
、
精
神
力
が
ウ
エ
ー
ト
を

占
め
る
。

そ
の
厳
し
い
せ
り
合
い
に
小
島

が
勝
っ
た
。
１５
‐
９
、
１５
‐
８
の

ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
。
優
勝
候
補
の

東
京
を
破
り
、
神
奈
川
が
昨
年
の

雪
辱
を
遂
げ
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
中
で
も
、

成
年
男
子
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
試

合
展
開
で
最
も
人
気
の
あ
る
種
見

大
会
前
の
下
馬
評
で
は
栂
野
尾
、

池
田
と
粒
の
そ
ろ
っ
た
東
京
が
有

力
と
み
ら
れ
て
い
た
。
昨
年
の
一

般
男
子
決
勝
で
も
、
こ
の
コ
ン
ビ

が
神
奈
川
の
四
連
勝
を
阻
ん
で
い

る
。
そ
れ
だ
け
に
、
タ
イ
ト
ル
奪

回
を
期
す
小
島
の
意
気
は
高
か
っ

た
。第
１
試
合
の
ダ
ブ
ル
ス
で
は
、

同
じ
運
動
具
店
に
勤
め
る
同
僚
の

宮
川
と
組
ん
で
フ
ル
セ
ッ
ト
勝
ち

を
演
じ
て
い
る
。
「実
力
か
ら
い
っ

た
ら
相
手
が
上
。
だ
け
ど
県
の
名

誉
の
た
め
に
も
負
け
た
く
な
か
っ

た
」
と
汗
を
ふ
き
な
が
ら
話
す
小

島
そ
こ
へ
鈴
木
勝
之
監
督
が
か
け

よ
り
、
ガ
ツ
チ
リ
と
握
手
。
鈴
木

監
督
は

「東
京
が
順
当
勝
ち
を
重

ね
た
の
に
対
し
、
ウ
チ
は
１
回
戦

か
ら
せ
り
合
っ
て
勝
っ
て
き
た
。

そ
の
差
が
最
後
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

と
精
神
力
の
差
と
な
っ
て
表
れ
た

ん
で
し
ょ
λ

そ
れ
に
し
て
も
頼

も
し
い
ヤ
ツ
で
す
」
と
手
放
し
の

童
自び
よ

つ
だ
っ
た
。〈神
奈
川
新
聞
〉

一
平

（
Ｒ
Ｓ
元
町
）

″県
の
名
誉
の
た
め
に
″

10



ガ刀レトη 素晴 らしい仲間たち
ギリアン・ギルクスとポール・ウェトナルは、

最近、英連邦の国際試合Qダカ啄 、シンタ啄 の
タイトルのほとんどを獲得。

_人ともラケットはカアルトンを選びました。

lj -^nrnr)vl >a)t.vlt
:選
んだとき、すでに勝負は決りました。

あなたもカアルトンのラケットで

プレーをして、感触をお確かめ下さい。

英遭

"ダ
アルス、シングルステャンピオン

右 :ギリアン・ギルクス

左 :ポール・ウェトナル

3.7XフレーA(世界で唯一のステンレスステつの

大切なパワーの起点であるシャフトの

少し上をフラットにイ士上げてあります。
この為、ストロークのホイップに抜群の

弾性が生れ、パワーとスピードと絶妙の

タッチを生み出しました。この3.7Xの
感覚を、あなた自身でお確かめ下さい。
¥7′ 900

3.7フ レーA(世界で唯一のステンレスステリレ)

3.7Xに くらべ、少し固めになっています。
これは、ショットの正確さと操作性能が

狙いの設計です。フケットのTピースカ̀

弾性のトータフレ ラヾンスを配分 し、すば

やい反応を起します。 ¥7′ 900

BF(世 界パドミントン連盟 )公認球

ニュートーナメントーーー1個 ¥280

インターナショナルーーー1個 ¥220
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Thafs the name of fte game.
総輸入元 メトロレジャー(株 )
〒 101東京都千代田区外神田5-6 4 TEL(03)833-3661



昭和50年度関東学生秋季リーグ戦 10月 10,‖ ,14,15,16日

法大(男子)わ勤 3`ポイント差で優勝

女子は日体大が5戦全勝とげる

男 子 :部

順位

1.法 政 大 学
2.中 央 大 学
3.日 本体育 大学
4.早 稲 田 大 学
5.日 本 大 学
6.青 山学院 大 学

4勝 1敗  23ポ イント

4勝 1敗  20ポ イント

3勝 2敗  19ポ イント

3勝 2敗  18ポ イント

1勝 4敗

0勝 5敗

女 子 1部

順位

1.日 本 体 育 大 学  5勝 0敗
2.日 本女子体育大学  4勝 1敗
3.東京女子体育大学  3勝 2敗
4.青 山 学 院 大 学  2勝 3敗
5.群  馬 大  学  1勝 4敗
6.大 妻 女 子 大 学  0勝 5敗

大 学 名 法   大 中 大 早 大 日 大 日 体 大 青 学 大

法 大 2-4 6-1 5-2 4-3 6-1

中 大 4-2 4-3 4-3 3-4 5-2

早 大 1-6 3-4 4-3 4-3 6-1

日 大 2-5 3-4 3-4 3-4 5-2

日 体 大 3-4 4-3 3-4 4-3 5-1

青 学 大 1-6 2-5 1-6 2-5 1-5

大 学 名 日 女 体 日 体 大 東 女 体 青 学 大 大 妻 大 群   大

日 女 体 2-3 4-1 5-0 5-0 5-0

日 体 大 3-2 5-0 4-1 5-0 5-0

東 女 体 1-4 0-5 3-1 5-0 5-0

青 学 大 0-5 1-4 1-3 5-0 5-0

大 妻 大 0-5 0-5 0-5 0-5 2-3

群   大 0-5 0-5 0-5 0-5 3-2
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第
二
日
目
　
男
子

一
部

法

政

大

学

“
ズ

対

山

学

戦

Ｓ．
　

辻

　
　

　

　

２

１
０
下
　

山

Ｓ２
　

仲
　
尾

　

　

１
１
２
村

　
一π

Ｄ．
　

中
井

・

辻

２

１
０
畑
中

・
中

司

Ｄ
　

米

也

・

原

２

１
０
遠
藤

・
下

山

Ｌ
　

下

田

・
仲
尾

２

１
０
笠

野

・
村

元

Ｓ３
　

米
　

山
　

　

２
１
０
遠
　
藤

Ｓ４
　

中

　
井

　

　

２

１
０
中

　

司

合

　
計

　

６

１
１

中

央

大

学

　

対

　

日

本

大

学

　
　
早

稲

田
大
学

山
　
本
　
　
０
１
２
土
　
田

長
谷
川
　
　
２
１
０
山
　
本

栗
　
・
坂
井
１
１
２
後
藤
・
小
山

山
本
・長
谷
川
１
１
２
土
田
・
高
橋

〓
あ
宮
・西
村
２
１
０
藤
木
・
山
本

管
　
　
　
　
２
１
０
岩
　
崎

西
　
村
　
　
２
１
０
高
　
木

合
　
計
　
４
１
３

松
　
口
　
　
２
１
１
竹
　
林

茶
　
谷
　
　
１
１
２
須
　
藤

折
井
・
松
口
２
１
１
舛
田
・
岩
崎

千
葉

・
門
脇
０
１
２
須
藤
・
栗
原

高
木
・
渡
辺
２
１
１
出
石
・
池
田

折
　
井
　
　
２
１
０
舛
　
田

千
　
葉
　
　
０
１
２
栗
　
原

合

計
　
４
１
３

対

大 日

本

体

学 育

第

一
日
目
　
男
子

一
部

法

政

大

学

対

日

本

大

学

Ｓ．
　

下

　

田
　

　

０

１
２
土
　

田

Ｓ２
　

仲

　
尾

　

　

２

１
０
山
　
本

Ｄ．
　

中

井

・　
辻

０

１
２
土

田

・
高

橋

レ
　

下

田

・
仲

尾

２

１
１
後
藤

・
小

山

Ｄ
　

米

山

。　
原

２

１
０
藤
木

・
山
本

Ｓ３
　

辻
　
　

　

　

２

１
０
岩

　
崎

Ｓ４
　

原

　

　

　

２

１
０
高

本

合

計

５

１
２

山

本

　

２

１
１
須

藤

西
　
村

　

　

０

１
２
栗

　

原

山
本
・長
谷
川

２

１
０
外

田

・
岩

崎

栗

　

・
坂
井

１

１
２

須
藤

・
栗

原

〓
あ

宮

・西
村

１

１
２
出

石

・
池

田

長

谷
川
　

　

２

１
１
舛

　

田

管

　

　

　

　

０

１
２
竹
　

林

合

計

　

３

１
４

松
　
口
　
　
２
１
０
笠
　
野

千
　
葉
　
　
２
１
０
遠
　
藤

高
木
・
渡
辺
２
１
０
畑
中

。
中
司

折
井
・
松
口
２
１
０
遠
藤

・
下
山

茶
谷
・
小
中
２
１
０
笠
野
・
村
元

折
井
　
　
　
２
１
０
下
　
山

茶
　
谷
　
　
０
１
２
村
　
一九

〈口　
計
　
６
１
１

中

央

大

学

対

大 日

本

体

学育

早
稲
田
大
学

対

大青

山

学

学 院

第

二
日
目
　
女
子
二
部

鯛

誅

最

特

対

群

馬

大

学

Ｓ．
　

近
　
藤

　

　

２

１
０
神

　

山

＆
　

大
　

場

　

　

２

１
０
池

　

田

Ｄ．
　

近
藤

・
渡

辺

２

１
０

飯

野

・
高
木

助
　

原

田

・
小
寺

２

１
０
神

山

・
池

田

Ｓ３
　

林

　
　

　

　

２

１
０
飯

　

野

Ａ
口
　
計

　

５

１
０

西
　
尾

　
　

２

１
０
稲

　

垣

高
瀬

・
松

田
０

１
２
白
玖

・
坂
本

関

根

・
大

塚

２

１
０
稲

垣

・
鈴
木

秋
　

本
　

　

２

１
０
橋

　
本

合

　
計

　

４

１
１

長
谷
川
・布
施

２

１
０
平

野

・
滝

沢

長
沢

・
鷹
■

２

１
０
若

海

・
内

坂

長
谷
川

　
　

２

１
０
平

　
野

合

　
計

　

５

１
０

古   大 日

谷   奪
学育

2
1  対
0
白  学青

玖   掌
学院

2
1  対
0
内  大大

坂   要
学 子

属   長   体 東

鴨   沢
  夏曇
学子

２
１
１
若
　
海

第

一
日
目
　
女
子

一
部

鯛
静
最
特
　
　
対
山
学
戦

Ｓ‐
　
千
　
葉
　
　
　
２
１
０
白
　
玖

Ｓ２
　
原
　
田
　
　
２
１
０
坂
　
本

Ｄ．
　
大
場
・
村
田
２
１
０
松
村
・
橋
本

Ｄ
　
千
葉

・
松
田
２
１
０
白
玖
・
坂
本

Ｓ３
　
近
　
藤
　
　
２
１
０
高
　
橋

Ａ口

計
　
５
１
０

松

　

田

　

２

１
０

大

塚

。
関

根

２

１
０
平

野

・
滝

沢

高

瀬

・
松

田
２

１
０
若

海

・
内

坂

日
向

野
　

　

２

１
０
平

　

野

鯨

敵

最

新

対

群

馬

大

学

長
　
沢
　
　
２
１
０
池
　
田

長
谷
川
　
　
２
１
１
神
′

山

長
沢

・
鷹
璃
２
１
０
神
山

・
池
田

長
谷
川
・布
施
２
１
０
飯
野

・
高
木

鷹

鴫

　

２
１
０
飯
　
野

大   大 日

塚   奪
学育

2  対
|

o  大大
若    妻

海
  学享

計
　
５
１
０

計
　
５
１
０

'3

●
１
９
７
５
年
総
集
号



第
四
日
目
　
男
子

一
部

法

政

大

学

　
対

　
早

稲
田
大
学

Ｓ．
　

中
　
井

　

　

２

１
０
千
　
葉

Ｓ２
　

仲
　
尾
　

　

０

１
２
松

　

口

Ｄ‐
　
中

井

・

辻

２

１

０
高

木

・
渡

辺

Ｄ
　

下

田

・
仲

尾

２

１
０
松

口

・
折
井

Ｌ
　

米
山

・

原

２

１
０

千
葉

・
門
脇

Ｓ３
　

辻
　
　

　
　

２

１
０
茶

　

谷

Ｓ４
　

原
　
　

　
　

２

１

１
折

　
井

合

計

６

１
１

山
　
本
　
　
２
１
０
村
　
一元

西
　
村
　
　
２
１
０
遠
　
藤

栗
　
・
坂
井
０
１
２
下
山

・
村
元

山
本
・長
谷
川
２
１
０
畑
中

・
中
司

〓
あ
官
・西
村
０
１
２
笠
野

・
遠
藤

長
谷
川
　
　
２
１
０
下
　
山

管
　
　
　
　
２
１
１
滝
　
本

合

計

５
１
２

土
　
田
　
　
２
１
０
栗
　
原

藤
　
木
　
　
０
１
２
須
　
藤

土
田

・
高
橋
２
１
０
池
田

・
出
石

藤
木

・
山
本
２
１
１
外
田

・
岩
崎

後
藤

。
小
山
０
１
２
須
藤

・
栗
原

山
　
本

　

０
１
２
舛
　
田

亀
　
里
　
　
０
１
２
竹
　
林

〈
口

計

３
１
４

中

央

大

学

対

大青

山

学

学 院

日

本

大

学

対

大 日

本

体

学育

第
二
日
目
　
男
子

一
部

Ｓ．
　

仲

　
尾
　

　

０

１
２
須
　
藤

Ｓ２
　

辻
　
　

　

　

１

１
２
舛

　

田

Ｄ‐
　

米
山

・

原

２

１

０
須
藤

・
栗

原

Ｄ
　

下

田

・
仲

尾

２

１
０
出

石

・
池

田

Ｄ３
　
中

井

・

辻

２

１
０
舛

田

・
岩

崎

Ｓ３
　

原
　
　

　
　

２

１
０
竹
　
林

Ｓ４
　

後
　
藤

　

　

０

１
２
栗
　

原

合

計

　

４

１
３

中

央

大

学

　

対
　

早

稲

田
大
学

　

　

日

本

大

学

　
対

法

政

大

学

対

大 日

本

体

学 育

大青

山

学

学 院

管
　
　
　
　
０
１
２
松
　
ロ

山
　
本
　
　
２
１
０
千
　
葉

坂
井
・
栗

０
１
２
折
井

Ｌ
松
ロ

〓
あ
宮
・西
村
２
１
０
千
葉
・
門
脇

山
本
・長
谷
川
２
１
０
高
木
・
渡
辺

西
　
村
　
　
０
１
２
折
　
井

長
谷
川
　
　
２
１
０
茶
　
谷

〈口

計

４
１
３

藤
　
木
　
　
０
１
２
下
　
山

土
　
田
　
　
２
１
０
村
　
一九

藤
木
・
山
本
２
１
０
畑
中

。
中
司

土
田
・
高
橋
２
１
０
笠
野
・
村
元

後
藤

・
小
山
２
１
０
遠
藤

・
下
山

山
　
本
　
　
２
１
０
笠
　
野

亀
　
里
　
　
０
１
２
遠
　
藤

合
　
計
　
５
１
２

第
四
日
目

女
子

一
部

近
　
藤

Ｄ．
　

大
場

・
村

田
２

１

０
市

村

・
長

沢

Ｄ
　

千
葉

・
松

田
０

１

２
矢

口

・
沢
内

体 日

育本

大女

学 子

対

体 東

育 京

大女

学子

大 日

本

体

学 育

対

群

馬

大

学

大青

山

学

学院

対

大 大

妻

女

学 子

Ｓ２
　
千
　
葉

２

１

０

矢

２

１

０

沢

２

１
０
内

　

坂

２
１
０
滝
　
沢

２
１
０
若
　
海

S3

原

田

内

２
１
０
長
　
沢

合

計
　
４
１
１

合
　
計

５
１
０

白
　
玖

坂
　
本

稲
　
垣

松
村

・
橋

本

２

１
０
滝

沢

・
平

野

白
玖

・
坂
本

２

１
０
内

坂

・
両
角

合

計
　
５
１
０

第
二
日
目
　
女
子

一
部

桝

谷

２
１
０
内

２
１
０
若

山

２
１
１
平

計
　
５
１
０

合

体 日

育本

大女

学子

対

大大

妻

女

学 子

対

体 東

育京

大女

学子

大青

山

学

学 院

対

群

馬

大

学

原

,毎

関

根

内

稲

垣

田

Dl

上
野

島
田
２
１
０
滝
沢

・
平
野
　
　
西
尾

・
秋
本
２
１
０
市
村

長
沢

白
玖

坂
本
２
１
０
飯
野

・
高
木

D2

後
藤

・
鈴
木

２

１
１
内

坂

。
若

海

谷

井

上

２

１
０
矢

口

・
沢
内

　

　

松
村

・
橋

本

２

１
０
池
田
・五
十
嵐

沢

坂

日

本

体

育

大
　
　
　

学

坂

井

上

野

高

瀬

　

　

２

１
０
長

一　
計

　

５

１
０

合

２
１
０
矢

２
１
０
沢

白

玖
合

計

２
１
０
飯

２
１
１
池

２
１
０
高
　
木

野

14



◆
「
ユ
ー
バ
ー
杯
奪
還
へ
の
道
」
が
刊
行
さ
れ
ま
す

（詳
し
＜
は
３２
ベ
ー
ジ
を
）

秋季 リーグ戦入替戦結果

,

第
五
日
目
　
男
子

一
部

Ｓ．
　

中

　
井

　
　

０

１
２
管

　
　

　
　

　
　

茶

　

谷
　

　

０

１
２
土
　

田
　

　

　

　

須
　
藤

　
　

２

１
０
畑
　
中

Ｓ２
　

仲

　
尾
　

　

０
１
２
山
　

本

　
　

　

　

松

　

口
　

　

２

１
０
山
　
本

　
　

　

　

栗

　

原

　

　

２

１
０
滝

　
本

Ｄ．
　

中
井

・

辻

２

１
１
山
本

。長
谷
川
　

　

千
葉

・
門
脇

０

１
２
後
藤

・
小

山
　

　

出

石

・
池

田
２

１
１
下

山

・
村

元

腸
　

下

田

・
仲
尾

１

１
２

三
の
宮

・西
村
　

　

折
井

・
松

ロ
ー

ー
２
土

田

・
高

橋

　
　

舛

田

・
岩
崎

２

１
０
畑
中

。
中

司

Ｌ
　

米
山

・

原

２

１
１
秋
葉

・
米

山
　

　

高

木

・
渡

辺

２

１
１
藤

木

・
山
本

　

　

須
藤

・
栗

原

１

１
２
笠

野

・
遠
藤

＆
　

辻
　
　

　
　

０

１
２
西
　

村

　
　

　

　

折
　
井

　

　

２

１
０
亀

　

里
　

　

　

　

舛

　

田
　

　

２

１
１
村

　

一九

Ｓ４
　

原
　
　
　
　
哺

ち

切
長

谷
川

　
　

　

　

千
　
葉

　
　
２

１
０
藤

　
木

　
　

　
　

竹

　
林

　
　
噺

ち
切
遠

　
藤

合
　
計

　

２

１
４

　

　

　

　

　

　

　

合
　
計

　

４

１
３

　

　

　

　

　

　

　

合

　
計

　

５

１
１

第
五
日
目
　
女
子

一
部

Ｓ．
　

千
　
葉

　

　

２

１
０
西
　

尾

　
　

　

　

矢

　

口
　

　

２

１
１
坂
　

本

　
　

　

　

若

　

海

　

　

０

１
２
神

　
山

Ｓ２
　

原

　

田
　

　

０

１
２
古

　

谷
　

　

　

　

沢

　
内

　

　

２

１
０
稲

　

垣
　

　

　

　

内

　

坂
　

　

２

１
０
飯
　

野

Ｄ．
　

近
藤

・
渡
辺

０

１
２
西
尾

・
秋
本

　
　

市

村

・
長

沢

０

１
２
白
玖

・
坂
本

　

　

滝

沢

・
平

野

０

１
２
神

山

・
池

田

助
　

千
葉

・
松

田
２

１
０
谷

　

・
井

上
　

　

矢

口
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０
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若
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０
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２
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長

谷

川

　
　
町

ち
切
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玖
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０

１
２
池

　

田

合

　
計

　

２

１
３

　

　

　

　

　

　

　

Ａ
口
　
計

　
３

１
１

　

　

　

　

　

　

　

合

　

計

　

２

１
３

法

政

大

学

対

中

央

大

学

早
稲
田
大
学

対

日

本

大

学

大 日

本

体

学 育

対

大青

山

学

学 院

体 日

育本

大女

学 子

対

大 日

本

体

学育

体 東

育 京

大女

学子

対

大青

山

学

学院

大 大

妻

女

学 子

対

群

馬

大

学

〈男 子〉

1-2部  青山学院大学(残留)

2-3部  立 教 大 学(残留)

3-4部  山 梨 大 学(降格)

4-5部 明治学院大学(降格)

5-6部  独 協 大 学(降格)

6-7部  季曇
電機大学

(降格)

7-8部  高崎経済大学(降格)

8-9部 撃
蔵野美術大

(残留)

9-10部  東京水産大学(降格)

10-H部 足 利 工 大(降格)

4-2 慶応義塾大学(残留)

4-0 -橋 大 学(残留)

0-5 東京理科大学(昇格 )

2-5 国士館 大学(昇格 )

1-5 東京農工大学(昇格 )

2-5 武 蔵 大 学(昇格 )

1-5 駒 沢 大 学(昇格 )

5-4 横浜商科大学(残留 )

4-5 東京商船大学(昇格 )

休 部 工学院 大学(昇格 )

く女 子〉

1-2部 大妻女子大学(残留)3-2

2-3部  昭和女子大学(降格 ( 1-3

3-4部  日本女子大学(残留)3-2

4-5部 成 験 大 学(残留)3-0

5,6部  杉野女子大学(降格)0-3

6-7部 立 教 大 学(降格)2-3

7-8部  東京農業大学(残留)3-2

8-9部 桐 朋 大 学(降格)休 部

9-10部  東京女子大学(降格)0-3

10-11部  山 梨 大 学(降格)休 部

H螂
臭野
晰 期
解榊 03

早稲田大学(残留)

東京学芸大学(昇格 )

武 蔵 大 学(残留)

津田塾 大学(残留 )

女子美術大学(昇格 )

明 星 大 学(昇格 )

清泉女子大学(残留)

大東文化大学(昇格 )

立正女子大学(昇格 )

淑徳短期大学(昇格 )

東 海 大 学(昇格 )

15



昭和50年度関東学生秋季リーグ戦  10月 10,‖ ,14,15,16日

第二部は慶大(男子)と早大(女子)が1憂勝

名門立大ついに全敗,昭女大は三部に降格

男 子 2部

順位

1.慶 応義塾 大 学  5勝 0敗
2.専 修 大 学  4勝 1敗
3.大 東文化大 学  2勝 3敗  15ポ イント 得失ゲーム差-5
5.千 葉 大 学  2勝 3敗  15ポ イント 得失ゲーム差-9
5.関 東学院 大学  2勝 3敗  13ポ イント
6.立  教 大 学  0勝 5敗

女 子 2部

順位

1.早 稲 田 大 学  4勝 1敗  17ポ イント
2.明 治学院 大学  4勝 1敗 15ポ イント
3.国 学 院 大 学  3勝 2敗  14ポ イント
4.埼 玉 大 学  3勝 2敗  13ポ イント
5.共 立女子 大学  1勝 4敗
6.昭 和女子 大 学  0勝 5敗

大 学 名 慶 大 関 学 大 大 東 大 専 大 工立 大 千 葉 大

慶 大 5-1 7-0 5-2 6-1 6-1

関 学 大 1-5 3-4 1-6 4-3 4-3

大 東 大 0-7 4-3 3-4 5-2 3-4

専 大 2-5 6-1 4-3 6-1 4-3

一エ 大 1-6 3-4 2-5 1-6 3-4

千 葉 大 1-6 3-4 4-3 3-4 4-3

大 学 名 早 大 明 学 大 国 学 院 共 立 大 昭 女 大 埼 玉 大

早 大 4-1 3-2 3-2 5-0 2-3

明 学 大 1-4 3-2 3-2 4-1 4=1

国 学 院 2-3 2-3 4-1 3-2 3-2

共 立 大 2-3 2-3 1-4 3-2 2-3

昭 女 大 0-5 1-4 2-3 2-3 1-4

埼 玉 大 3-2 1-4 2-3 3-2 4-1



IMPORttED SHUttTLE000KS
世 界の No.!か ら普 及 品 まで 輸 入 シ ャ トル をお推 め します

カーバ ン・ トレーディング社では国際 トーナメン トにf吏用 されている各国のNo.1シ ャ ト
ル及び幾 多の名選手を生んだ普及 レベルの シャ トルの輸入を企画、販売 しております。

当社では厳選 した販売店を通 じてか、直接、団体やクラブや個人の皆様に販売するシス

テムを取 っております。これは世界の秀れた シャ トルが高価にならぬための当社の考え

方です。あらゆるコンデ ィションの中で、秀れた飛行性、耐久性 を要求 されるシャ トル

を専門家の目から厳選 した製品です。 シャトルに関 しての御相談をお待 ちしております。

カーバン・トレイディング・リミテッド
福 岡 県 久 留 米 市 日 吉 町 147番 地 の 5
¬
「
       T E L 0942 (38)3446、  (33)3454

書

こ

まず、実力No.1の 国、中国製シャトルを紹介します

商品ナンバー 商  品  名 価 格 (1打 ) 所
員 等

CA101 航 牌 ¥ 3,000 水鳥、中国 No.1、 国際試合球

CA201 東 海 牌 (コ ルド) ¥ 2,500 水鳥、 トップレベル用試合球
CA202 東 海 牌 (シフレバ ) ¥ 2,000 水鳥、国内試合球

御注文は10打 単位、球種の組合せ及び返品自由、代金前払、送料当社負担。

製 品 名  1製 品 番 号

送金た (銀行!`各 久日米支店 薔通預金 !J座 )

口 大和撃行  日 f主友銀行  日 第 勧葉銀行 日 福岡銀行

合 言|

金   額

-rro7
申  込

ロサンフル  ロ注 文



● 1事26匡]嘔針日琳こ」妻畳二i塞辱ユ1雀スこ1無  11月 4～ 9日 奈良希

土田(日大)卜杯代表の実力を発揮し優勝
一年生長谷りIK中大)大健闘の2位一女子は徳田が単複制す

男 子 団 体

優勝  中 央 大 学
2位  法 政 大 学
3位   日本体育 大学
″  日 本 大 学
5位  青 山学院 大 学
″  近 畿 大 学
″ ・早 稲 田 大 学
〃  慶応義塾 大 学

優勝  日本女子体育大学
2位  四条畷学園女子短期大学

3位  東京女子体育大学
″  日本体育 大 学

5位  早 稲 田 大 学
″  青 山学院 大学
″  武庫川女子大学
″  大 阪樟蔭 大 学

体団子女

男子ダブルス

優勝  中井 基夫・辻  敏弘 (法  大 )

2位  下田 春樹・仲尾 信一 ( ″  )

3位  折井 直則 。松口 金彦 (早  大 )
″  米山 正和・原  敏夫 (法  大 )

5位  大場 和弘・秋場  博 (中  大 )
″   佐野  弘 。瀬良 信明 (近  大 )
″   古西  悟・谷島 助男 ( ″  )
″   土田 証雄 。高橋 俊則 (日  大 )

女子ダブルス

優勝  徳田 敦子・高田 幹子 (四 条 畷 )

2位  西尾真理子・秋本八代美 ( ″  )

3位  谷 美津代・井上 昌子 (日 体 大 )
″  近藤 小織 。渡辺多喜子 (日 女体大 )

5位  秋本 幸子・落合 光子 (四 条 畷 )
″  佐伯 智子・古谷 成代 (日 体 大 )
″  千葉 陽子・松田 敦子 (日女体大 )
″  矢口 洋子・沢内真由美 (東女体大 )

男子シングルス

優勝  土 田 証 雄 (日   大 )

2位  長谷川 博 幸 (中  大 )

3位  山 本 茂 樹 (″ )

″   西 村 正 美 (  ″  )

5位   辻   敏 弘 (法  大 )
″   原   敏 夫 (  ″  )
″  竹 林 良 明 (日 体 大 )
″  米 山 政 和 (法  大 )

女子シングルス

優勝  徳 田 敦 子 (四 条 畷 )

2位  高 田 幹 子 (〃  )

3位  千 葉 陽 子 (日 女体大 )
″   西 尾 真理子 (日 体 大 )

5位  佐 伯 智 子 (  ″  )
″  井 上 昌 子 ( ″ )
〃   谷   美津代 (  〃  )
″   秋 本 八代美 (  ″  )
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プレイヤーの誰れもが求める

華麗なるフットワーク ′//
右 に左 にとシャトルを追 うそのフッ

トワーク。このバ ドミン トン トレー

ニングマシンは、プレイヤーの反射

神経 を高め、敏捷性 を養 うために

造 られたフットワーク練 習機 です。

明 日への言式合のために各有名スポ

ーツ店 にてお求め ください。
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東京者8台東 EXI台東 2-28-5 丁EL(03)831-9161(代 )
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◆昭和50年度関東学生選手権新人戦 ll.21～ 12.9

中央大 (男子)ヮ日本女子体育大 (女子)

それぞれ優勝 熱の大接戦を展開
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E EttΞΞΞE===囲E
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西
村

・
長
谷
川
二
人
で

優
勝
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中
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佐　円
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鈴

▼決勝
日女琳３
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原　田
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長
谷
川
、
先
輩
西
村
に
勝
つ

法
大
・仲
尾
・
佐
藤
組
は

ダ
ブ

ル
ス
で

一
矢

◆
男
子
団
体
戦

▼
準
決
勝

日
女
体
大
、
近
藤
が
活
躍

西　村
２
（‐５‐５‐‐Ｈ）０
山　本

長谷川
２
⌒‐５‐５‐‐５‐０）０
亀
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訓
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女

跡

◆
男
子
シ
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▼
準
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決
勝

長
谷
川

■
戦
評
お
互
い
に
手
の
内
を
知
り
尽
く
し

て
い
る
同
士
、
気
合
い
の
入
っ
た
好

試
合
を
展
開
し
第

一
ゲ
ー
ム
は
進
み

西
村
は
ネ
ッ
ト
プ
レ
ー
に
冴
え
を
み

せ
、
長
谷
川
を
振
り
回
し
強
打
を
防

い
た
が
、
８
オ
ー
ル
で
の
ス
マ
ッ
シ

ュ
エ
ー
ス
は
長
谷
川
を

一
気
に
波
に

乗
せ
て
、
そ
の
ま
ま
押
し
切
っ
た
。

第
ニ
ゲ
ー
ム
に
入
っ
て
も
長
谷
川

は
波
を
つ
か
ん
だ
ま
ま
６
点
を
先
取

一
方
、
西
村
も
意
地
を
み
せ
粘
リ
ミ

ス
に
も
乗
じ
９
オ
ー
ル
と
し
、
こ
の

試
合
最
大
の
山
場
を
迎
え
、
両
者
は

強
打
を
応
酬
し
相
譲
ら
な
か
っ
た
が
、

結
局
、
強
打
に
優
る
長
谷
川
が
第

一

●
１
９
７
５
年
総
集
号 円井  山上



ゲ
ー
ム
終
盤
同
様
、　
一
気
に
連
取
し

優
勝
を
飾
っ
た
。
　

（学
連
・
村
元
）

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
々
決
勝

瑯早『２（‐５‐５４‐‐１７４‐５）・・」に一

（
米 坂
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一
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⌒
‐７ ‐５

‐ ‐
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（
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日

締

（
長西
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（‐５‐５
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■
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評
第

一
ゲ
ー
ム
、
坂
井
、
米
山
組
は

簡
単
な
ミ
ス
が
目
立
ち
、
相
手
に
楽

に
ポ
イ
ン
ト
を
許
し
、
自
分
達
本
来

の
力
を
出
し
切
れ
ず
に
終
っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
仲
尾

・
佐
藤

組
は
、
余
裕
あ
る
試
合
運
び
で
、
第

一
ゲ
ー
ム
を
終
了
し
た
。
続
く
第
二

ゲ
ー
ム
は
、
ミ
ス
が
目
立
つ
坂
井

・

米
山
組
は
、
一削
半
１０
１
５
と
軽
く
り

―
ド
さ
れ
た
も
の
の
、
米
山
の
ス
マ

ッ
シ
ュ
と
相
手
の
ミ
ス
で
後
半
、
１２

‐
‐４
と
り
‐
ド
し
た
。
し
か
し
仲
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の
ス
マ
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シ
ュ
が
よ
く
き
ま
り
、
１４

‐
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と
し
、
セ
ツ
テ
ィ
ン
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も
３
１

◆
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ン
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▼
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勝

０
と
軽
く
仲
尾

・
佐
藤
組
が
取
っ
た
。

（学
連

・
三
浦
）

こ
の
グ
ー
ム
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

し
か
し
近
藤
は
、
原
田
を
コ
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ト
全

面
に
ふ
り
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し
て
ゲ
ー
ム
ポ
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ン
ト

を
握
っ
た
。

第
ニ
ゲ
ー
ム
、
バ
ッ
ク
ヘ
ク
リ
ヤ

ー
で
攻
め
た
後
、
ク
ロ
ス
カ
ッ
ト
を

き
れ
い
に
決
め
て
ポ
イ
ン
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取
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と
い
う
近
藤
の
ペ
ー
ス
で
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の
ゲ
ー
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も
進
ん
だ
、
原
田
も
近
藤
を
よ
く

動
か
し
た
が
、
２
ポ
イ
ン
ト
あ
げ
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が
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と
で
あ
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た
。
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第

一
ゲ
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、
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勝
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近

藤

・
渡
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、
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足
順
調
に
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Aプ ロック

男子シングルス

1位 長谷川博幸 (中 大 )

2位 西村 正美 (中  大 )

3位 岩崎 盛和 (日 体大 )

3位 伊東 勝之 (日 大 )

5位 仲尾 信一 (法 大 )

5位 宮崎 克己(慶  大 )

5位 茶谷 正美(早 大 )

5位 山本 秀樹 (日  大 )

Bプ ロック

男子シングルス

1位 森下 一夫 (慶 大 )

2位 赤坂 正弘 (城西大 )

3位 渡辺  優 (横国大 )

3位 梅原 正光 (一橋大 )

5位 加藤  岳 (横国大 )

5位 大矢 降治(都立大 )

5位 栗原 徳弥 (明学大 )

5位 清水 正紀 (東洋大 )

23

男子ダブルス

1位 樫暴頸耐法月

2位 棄薔 孝重(中 大)

3位 尖客 王羹(早 大)

3位 冒寒川毒季(中 大)

5位 当術 
秀
皐(日  大)

5位 蟹総 肇董(日体大)

5位 誓馨 奏編(日  大)

5位 基本 量器(中 大)

Aプ ロック

女子シングルス

1位 近藤 小織 (日 女体大)

2位 原田美智子 (日女体大)

3位 井上 昌子 (日 体大 )

3位 沢内真由美 (東女体大)

5位 上野 早苗 (日女体大)

5位 渡辺多喜子 (日女体大)

5位 大塚ソノエ (日 体大 )

5位 イヽ寺 裕美 (日女体大)

Bプロック

女子シングルス

1位 佐久間恭子 (日体大 )

2位 村橋 良子 (埼玉大 )

3位 金城あつ子 (玉川大 )

3位 栗山由美子 (日 体大 )

5位 梅沢 美樹 (日 体大 )

5位 内藤真佐美(駒 大 )

5位 五味 勝美 (日女体大)

5位 笹川美智恵(東学大 )

女子ダブルス

1位 彊騎多省撃(日女体大)

2位 奮橋
ソ
絡季(日体大)

3位 菅古 暴季(日体大)

3位 県畢
美
基重(日女体大)

5位 昔雷勇草
“
女体対

5位 算棄 量羹(日女体大)

5位 優吉
由
霜重(日体大)

5位 百呂野暴孟(日体大)

女手ダブルス

1位 復察間柔撃(日体大)

2位 業沿由羹早(日体大)

3位 婁供
美
攣阜(東学大)

3位 習督 電季(日体大)

5位 霜ワ谷署撃(大東大)

5位 業鼻 羹羹(立正大)

5位
彙
田真
撃養
(青短大 )

5位 結ぶ 鎮撃(お茶大)

男子ダブルス

1位 袈整 諄横国知

2位 幹縁 膳蓼(東農大)

3位 喜里 季署(神 大)

3位 繰呂 程雙(日体大)

5位 実窯 層壼(東洋大)

5位 暫緯 落看(日体大)

5位 季[ 綴路(明学大)

5位 集栗 驚⊆(東理大)



◆第22回東北学生バ

第22回東北学生バ
ン リーグ戦
ン選手権大会

ト

ト

ン

ン

ヽヽ
ヽ
　
ヽヽ
ヽ

ド
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く男子シングルス〉

個 人 戦 大 会 ラ ン キ ン グ

く男子ダブルス〉

1位

2位

3位

3位

5位

5位

5位

5位

1位

2位

3位

3位

5位

5位

5位

5位

〈女子シングルス〉

三 浦 一 則

大 山 信 彦

大 川 信 昌
古 川 靖 弘
諏訪内 信 二

伊 藤 雅 博

渡 辺 由 夫

永 田 俊 昭

佐 藤 友 美

佐 藤 恭 子

加 藤 ちはる
煤 賀 牧 子
山 岸 みち子
佐 藤 香代子

佐 藤 美和子
中 島 幸 代

(東北学院大学 )

(東北学院大学 )

(東北学院大学 )

(東北学院大学 )

(仙 台 大 学 )

(東北学院大学 )

(東北学院大学 )

(東北学院大学 )

(山形短期大学 )

(東北学院大学 )

(宮城学院大学 )

(東北福祉大学 )

(宮城教育大学 )

(宮城教育大学 )

(宮城学院大学 )

(宮城教育大学 )

三浦 一則・大山 信彦
森  裕志・小原  円I
渋谷 周治・大川 信昌
伊藤 雅博・渡辺 由夫
山崎  洋 。今野  孝
諏訪内信二・佐々木忠紀

古川 靖弘・永田 俊昭
二本柳 剛・黒沢 克彦

〈女子ダブルス〉

加藤ちはる。佐藤美和子

佐藤 友美・三沢みどり
斎藤 正子・小が 敏子
林 真知子・柏倉賀津子
山岸みち子・佐藤香代子

柏崎とし子・竹内富士子

中島島幸代・斎藤 暁美
高山 直美・煤賀 牧子

(東北学院大学 )

(東北学院大学 )

(東北学院大学 )

(東北学院大学 )

(東 北 大 学 )

(仙 台 大 学 )

(東北学院大学 )

(山 形 大 学 )

(宮城学院大学 )

(山形短期大学 )

(東北福祉大学 )

(山 形 大 学 )

(宮城教育大学 )

(弘 前 大 学 )

(官城教育大学 )

(東北福祉大学 )

1位

2位

3位

3位

5位

5位

5位

5位

1位

2位

3位

3位

5位

5位

5位

5位

三浦 (撃護)が全種目制覇ヮ女子は宮城学院

佐藤友美 (岩髪)シングルス制す
~

く女子リーグ戦〉

1部  1.宮 城学院大学, 2.宮 城教育大学, 3.
山形女子短期大学, 4.山形大学。入替戦の

結果,山形大学 1部残留,東北福祉大学 2部

残留。

2部  1.東 北福祉大学, 2.弘前大学, 3.福 島
大学, 4.東北女子短期大学(休部 )。 東北女

子短期大学 3部降格,郡山女子大学 2部昇格。

3部  1.郡 山女子大学, 2.今津短期大学, 3.
秋田大学, 4。 東北大学, 5.三島学園女子

大学, 7.岩手大学(休部), 7.米 沢女子短

期大学 (休部 )。

〈男子リーグ戦〉

1部  1.東 北学院大学, 2.東北大学, 3.山形
大学, 4.岩手大学。入替戦の結果,岩手大

学一部残留,弘前大学 2部残留。

2部  1.弘 前大学, 2.福 島大学, 3.東北工業
大学, 4。 日大工学部。入替戦の結果, 日大

工学部 3部降格,仙 台大学 2部昇格。

3部  1.仙 台大学, 2.秋田経済大学, 3.秋田
大学, 4.宮 城教育大学, 5.東北福祉大学。
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・
貝
原
（
山
陽
）

２
１
０
近
藤

・
河
本

（瀬
戸
）
橋
本

・
岡
部

（山
陽
）
２
１
０
松
本

・
大

源

（翠
松
）
三
田

・
藤
原
（
ク
ラ
レ
）

２
１
０
林

。
東

（岡
大
）

▽
準
決
勝

近
畿
高
校
選
手
権

第
２２
回
近
畿
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
は
、
■
月
２‐
日
か

ら
３
日
間
に
わ
た
っ
て
、
大
阪
市
中

央
体
育
館
を
会
場
に
く
り
広
げ
ら
れ

た
。
各
種
目
に
お
い
て
熱
戦
が
く
り

広
げ
ら
れ
た
が
、
結
果
は
左
記
の
と

お
り
で
あ
っ
た
。

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
決
勝
髯
Ｌ
‐‐Ψ
顆
）

「絲誨）２（‐５‐２‐５‐‐‐７‐５５）・比（山雛銹）

▽決勝
諸　ｚ／２
（‐５‐５‐‐２７）０
小　浜

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
決
勝 諸

田
、
石
川
が
実
力
発
揮

松藤 芳上 ▽ ⌒ ⌒ イヽ B

井原 上野撲異異管源

]岡  ][   尭車i

◆大阪◆



各 地 の た よ リ

ー

◆名古屋◆

番 /
もうすっかりおなじみの

第7回全日本女子チヤンピオンズ・トーナメント

と き :1976年 3月 5日 (金)午後3時から
ところ :東京代で本国立競技場第2体育館

出場予定選手 :日本バドミントン協会主催各大会

優勝者およびそれに準ずる選手

く期 日が変更にな りました,ご注意 ください〉

主 催  日本 バ ドミン トン協 会

__―‐ 1しか ら 南 か ら

中
京
大
が
３
回
連
続
６
度
目

名
古
屋
市
民
大
会
も
開
催

東
海
大
学
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

大
会
は
１２
月
１５
日
か
ら
１８
日
ま
で
の

４
日
間
、
名
古
屋
市
体
育
館
で
行
わ

れ
た
。
男
子
は
、
中
京
大
が
３
回
連
続
６

度
目
の
優
勝
、
女
子
は
、
東
海
女
子

短
大
が
６
回
連
続
７
度
目
の
優
勝
を

飾
っ
た
。

男
子
は
第
３
日
ま
で
共
に
無
失
点

で
勝
ち
進
ん
だ
中
京
大
と
名
城
大
が

最
終
日
に
激
突
し
、
選
手
層
に
ま
さ

る
中
京
大
が
５
１
４
で
勝
利
を
飾
っ

た
。女
子
は
、
圧
倒
的
な
強
さ
を
み
せ
、

各
校
を
破

っ
た
東
海
女
子
短
大
が
５

試
合
と
も
全
部
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
で

楽
勝
し
た
。

ま
た
、
第
２０
回
名
古
屋
市
民
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
は
、
名
古
屋

市
体
育
館
で
１２
月
２‐
日
に
開
催
さ
れ

た
が
、
結
果
は
次
の
と
お
り
。

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
決
勝

重
（
沢松
正
『

２

⌒‐５‐５
‐ ‐
２ ４
）
０

大
（
黒水

，
姉

『響』一２（‐５‐５‐７‐‐‐‐２‐３‐８）・ク（カロ野畔岬

▽
三
位
決
定
戦

隷
　
略

２

（‐５‐５
‐ ‐
‐２‐２
）
０

船
　
酬

▽
決
勝
麹　略
２
（‐５‐５‐‐８‐２）０
離　蹴

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
決
勝
ク（渡西・回２（‐５‐５‐‐６‐０）０鉢鰤舛

雄倉知２⌒‐５‐５‐‐‐‐‐‐）０撫漁馴

▽三位決定戦

麟　椰
２
（‐５‐５‐‐８６）０
小角原

▽決勝

瀬
　
勘

２

（‐８‐５
‐ ‐
‐６８
）
０

遠
　
団

（資
料
提
供
＝
名
古
屋
市
緑
区

・
蔭

山
日
出
男
様
）

後援  東京 12チ ャンネル

27



昭和 50年度 日本バ ドミン トン協 会検定 審査用具一覧表
∞
α

検 定 合 格

シヤトル・水鳥の部

トーナ メン ト・デラックス

トーナ メン ト

オフィシャル

エ リー トエー ス
エ リー トトップ

エ リー トデラックス

サ ンバ タスター

サ ンパ タキング

サ ンパ タクイー ン

トーナ メン トブルー

トーナ メン トホワイ ト

トーナ メン トプラ ンク

ファー ス トシルバー
ファー ス トグリーン

ファース トゴール ド

サ ンワ印ハイレッ ド
ゴーール ド

ン ル バ ー ー

ハ タチ ピクトリー

シヤトル・睦鳥の部

トレーニングコック

サンバ タ

ネットの部

No48 TR
No52 A
No501  Sヽ/A
KT-518

1打
1 =「

1 =「

1:打

1打
l Fr

l打
1打
11「

1打
1打
1打
l lr

l Fr

l打
1打
1=]
l Fr

i ll

3,700
3,200
2,900
2,900
3,200
3,700
3,800
3,200
2,900
3,000
3,200
2,750
2,800
2,600
3,000
2,400
2,900
2,700
3,600

4,600
3,800
4,600
4,400
4,300
4,500
3,900
4,700
4,300
3,800

22,000
10,000
18,000

和

ン
　

い

セ

　

業

″
　
″
　
　

一　
″

工

〓
一
ゴ
　
　
・エ

伸

輸

　

羽

ヨネッタス・ スポーツ輸

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 輸

い 諸 江 製 作 所

い ト ヨ ダ ス ポ ー ツ

有 限 会 社 ジ ャ ワ 商 会

ヨネックス・ スポーツ(榊

輸 諸 之■ 製 作 所

ミセ キ ネ ッ ト製 作 所

ヨネ ンクス・ スポーツ榊

い  小 川 長 春 館

ファインス トロー ク

ウィニングコー ス

スタミナ

スタ ミナデラックス
プルー リー ス

オールマ ン

エ リー ト
No20∞ニュープラック
No1000ニ ューーミニ

No 8ウ ィンナー
No 7シ ルバー
ハイ トーマス

エ クセ レン ト
ルバー ドII

ルバー ドHl

スワニー

ウェアの部

140ク ールネッタ
141男 子シャツ
142男 子 シャツライン入り
144男 rシ ャツエ リカラー
241女子 シャツ
242女 子シャツライン人 り
243女 子シャツノース リープ
120シ ョー トパ ンツ
121       〃

122       ″
200巻 きスカー ト
201フ レアスカー ト
202プ リーツスカー ト
172セ ーーター
176-ス ト
214ワ ンピー ス
820男 子 ショー トパ ンツ
920女
「
ショー トパ ンツ

940女 子ワンピー ス
950 プルフケーバーー
960女 :rス カー ト
テッ ドティン リンショー トパン

テッ ドティン リン半袖 シャツ

デフィショー トパ ンツ

(初級用 )
〈選手用 )

″ ,
初級用 )
″  )

″  )

″  )

選手用 )

2,200
2,000
3,000
3,500
4,000
4,500
5,000
2,500
2,000
1,500
1,200
4,000
4,200
4,500
4,500
4,500

1,800
2,000
2,200
3,200
2,000
2,200
1,900
2,800
2,400
2,100
2,600
1,900
2,200
5,500
4,500
5,500
3,300
2,500
6,500
6,000
3,800
3,300
3,700
3,500
2,500

(単位  円 )

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 榊

伸 ト ヨ ダ ス ポ ー ツ

ヨネックス・ スポーツ榊

打

打

綿201S/12本 テ トロン防縮 ロープ使用
ナイロン210D/12本    ″
綿201S/12本 ビニロンロープ使用
ナイロンA(ナ イロンラッセル15本 )
ナイロンB(ナ イロン12本 )
倉敷 ビニロン 20/12本

ポストの部

T座式スチールポール
バ ドミン トン支柱ホール式
バ ドミン トン支柱 T座式

店

ォ

　

　

棘

　

い

商

イ
　

　

業

　

網

立
中
テ

″

″

産

″

製

西

イ

寺

ジ

　

　

屋

　

本

い

帥

　

　

鐘

　

松

ソ 卜 11業 a嘲o



ン

　

ト

ト

ト

　
　
ス

ス

ン

″
ポ

ポ

ミ
ヽ
　
　
ン
　
ン

バ
　
　
　
ン
　
ン

ー。

２。

ミ
ー

ミ

Ｇ

Ｇ

ド

ド

Ｄ

Ｄ

バ

バ

支柱 (S型 )
(移動型 )

(T字 型 )

13,500
24,000
10,000
10,000

2,300
2,000
2,000
1,800

セ    ノ

ψ楡  著β  オ寸

―   榊

製 作 所

ヨネックス・ スポーツい
河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 い
セ   ノ  ー   い
昭 和 ゴ ム 榊

デフィ半袖 シャツ

リー スショー トパ ンツ

リースフレアスコー ト
リースプ リーツスコー ト
リース巻 スコー ト

リース半袖 イタリアンネックシャツ

リー ス半袖 V衿シャツ
リース半袖シャツ

リー ススリープレス

リー ス長袖 シャツ

リー ス半袖 シャツ

L-1206ラ コステ紳
「
ポロシャツ

」-5093ラ コステ巻 スコー ト
J-5020ラ コステプ リーツスコー ト
J-5411ラ コステワンピー ス
L-1514ラ コステ婦 人ポロシャツ
L-2230ラ コステ紳士 シャツ
」-2006ラ コステシ ョー トパ ンツ
L-1268ラ コステ紳士ハ イネック
L-1212ラ コステ紳士ポロシャツ
L-61∞ ラコステベ ス ト

シューズの部

No335バ ドミン トンシュー ズ
No336          ″

カワサキパ ドミン トンシュー ズ

ストリングスの部

ロンシープ

コンカー

アカツキナイロン

No100レ オーネシープ
No20 サ ンシープ
600ヨ ネックスシープ
610ヨ ネックスシー プ DX
ハイオーシープ (青 スパ イラル )
″    (ア ンパー )
″    (青 スパ イラル )
″   (ピ ンクスパイラル )

2,900
2,100
2,100
3,400
2,500
2,000
2,500
2,000
2,300
1,500
2,000
1,900
1,800
2,000
2,100
4,300
4,500
4,500
5,800
3,500
4,800
3,200
3,800
3,800
6,800

2,400
2,500
2,500

ラインテープの部

415コ ー トテープ
カワサキラインテープ

D K91ラ インテープパ ドミン トン用
赤 Mラ インテープ

審 査 合 格

合成シヤトルの部

ナ ッシュ   1個
メイビス   1打
カワサキ・ リープ (合成 シャ トル )
ハ タチハ ネエース  1打

ラケツトの部

9100ス リムステンレス
9000ハ ィステンレス
8100プラッキー
8000ア ル ミナハ イパワー
7000 アル ミナエーース
6500 トップエー ス
6000フ ァイブエースデラックス
3000カ レッジエイ ト
2000キ ングダイヤ
10∞ タインハー ト
900G ス リーエース (No10 G)
800Gス リーエイ ト (No8 C)
700Gラ ッキーセプン
S-74オ ールア タック
S-73 ォーフレマ イ ティ
No3500キ ングメイ ト
No3000ゴール ドキング
N2500キ ングアロー
No20ooキ ングクリッパー
No10∞  シフレパーデラッタス

200
2,400
2,700
2,700

5,300
4,800
5,500
5,000
5,000
4,300
4,500
3,000
2,500
2,200
2,300
1,9o0
1,500
5,500
4,500
4,300
3,800
3,000
2,500
2,200
2,000
1,700
1,400
1,600
1,900

所

伸

い

伸

作

¨

撃

業

製

ス

ト
・　
ツ
エ

江

ス

ケ

諸

″

』

立

榊

ヨ

河

羽

ヨネックス・ スポーツい

榊  諸 江 製 f4: 所

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 い

３。。

４。。

２。。

４。。

３。。

３５。

４。。

５。。

５。。

４。。

４。。

３５。

ヨネ ンクス・ スポーツ輸

河 崎 ラ ケ ン トエ 業 い

河 崎 ラ ケ ン トエ 業 い

的  諸 江 製 作 所

ヨネ ンクス・スポーーツ輸

No900  スナ ンプ
No800 /ン ディ
No 7    テ ィ ピヵル
ハー ドショッ ト
エバーウィン

〈初級用)
( ″  )

Ｏ
Ｑ

(諸般の事情により定価の改訂が行われている場合がありますのでご了承ください)



第
３
回
全
日
本
実
業
団
×
全
日
本
学
生
対
抗
団
体
戦

４

・
得
　
東
京
駒
沢
体
育
館

実
業
団
強
し
／

電
電
東
京
が
高
岡
市
役
所
を
逆
転

こ
の
大
会
は
、
実
業
団
と
学
生
の

各
ベ
ス
ト
４
が
対
決
、
ト
ト
ナ
メ
ン

ト
で
日
本

一
を
決
め
る
も
の
。
男
子

は
実
業
団
が
強
く
、
準
決
勝
に
残
っ

た
学
生
は
法
大
だ
け
。
決
勝
は
、
第

一
回
優
勝
の
電
電
東
京
と
、
前
年
の

勝
者

上
局
岡
市
役
所
が
顔
を
合
わ
せ

た
が
、
電
電
東
一示
は
シ
ン
グ
ル
ス
に

３
勝
し
て
逆
転
、
３
１
２
で
王
座
を

手
に
し
た
。

女
子
は
第

一
人
者
が
ユ
ー
バ
ー
杯

合
宿
で
欠
場
し
た
こ
と
も
あ
り
、
日

女
体
大
が
勝
ち
進
ん
だ
す
え
、
ラ
イ

バ
ル
日
体
大
を
破

っ
て
優
勝
し
た
。

◆
男
子

▽

一
回
戦

電
電
東
京

３
１
２

日
本
大
学

法
政
大
学

３
１
２

ス
ワ
ロ
ー
化
研

高
岡
市
役
所
３
１
２
日
本
体
育
大
学

雪
電
北
海
道
３
１
２
中
央
大
学

▽
準
決
勝

電
電
東
京
　
３
１
０
　
法
政
大
学

高
岡
市
役
所
３
１
０
　
電
電
北
海
道

▽
決
勝

葉
２
⌒‐２‐‐‐‐‐‐５）０
佐

田
２
（‐‐‐‐‐‐・４）０
日

国
際
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

（Ｉ
Ｂ

Ｆ
）
は
７
月
１
日
、　
ロ
ン
ド
ン
で
総

会
を
開
き
、
同
連
盟
へ
の
生
国
加
盟

問
題
を
取
り
上
げ
た
が
、
同
連
盟
か

ら
の
台
湾
追
放
を
条
件
と
し
た
中
国

の
加
盟
申
請
に
つ
い
て
は
、
ス
チ
ュ

ヮ
ー
ト

・
ワ
イ
ヤ
ッ
ト
同
連
盟
会
長

が
、
連
盟
規
則
に
反
し
て
い
る
と
の

理
由
で
却
下
し
た
。

つ
い
で
、
台
湾
の
脱
退
を
求
め
る

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
案
を
討
議
、
表
決
し

た
結
果
、
賛
成
四
九
票
、
反
対
二
五

票
で
、
賛
成
が
必
要
な
四
分
の
二
の

多
数
に
達
し
な
か
っ
た
た
め
否
決
さ

第
２５
回
全
日
本
実
業
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

フ

・
４
～
η
　
富
Ш
県
高
岡
市

高
岡
市
役
所
と
河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
が
優
勝

男
子
単

・
女
子
単
複

・
混
合
複
も

河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
勢
に
栄
冠

男
子
複
は
栂
野
尾

・
飯
野
の
ヨ
ネ
ッ
ク
ス

渡近 松千

辺藤  田葉
2      1

189 15 5 918
1  1  1  1  1  1

5 1511 151515

1       2

井   日佐
谷
上   山伯

松  千

頼　頼３
（ＳＤ３０１‐０２）２縞役醐

聯　嚇
０
（８６‐―‐５‐５）２
知　剥

畑　衝．（‐４‐０‐５‐‐‐‐８‐５６）２期　卿

尾　崎２（‐５‐５８‐‐１７‐２‐５）・今　泉

田　所
２
（‐５‐５‐‐‐‐６）０
米　沢

浜　谷
２
（‐５‐８‐‐７‐３）０
米　原

”
・女略戦
訓乳げ↑就
３４‐１２．
就飯幅端

調′事跡量
５４‐１０１
巾嚇″″なト

け
凛
嘩
場^

３
１
２

一喜
電
東
京

▽赦跡大
３１０
圭月学
大

側　域３
⌒ＳＤ２．―‐０．）．日体大

◆
男
子
団
体

▽
準
決
勝

（電財頼一略示
３１０　（卜愛ョ炒「ェ

（高鋼
肺マ所
３１１　（電慣蹴勘増

▽決勝
一稲役酬３
⌒ＳＤ‐２‐―・０）・頼　一頼

躙　馴
２
⌒‐５‐７‐１４‐６）０
馳　嘲

知　鮒
２
⌒‐５‐５‐‐３６）０
畑　衝

牧　野
０
（「州刻）２
尾　崎

今　泉
２
（‐５‐５‐‐３２）０
池　田

れ
た
。

シ
ー
ル
Ｉ
Ｂ
Ｆ
主
事
の
話

「生
国
と

台
湾
の
問
題
に
つ
い
て
長
時
間
に
わ

た
り
、
冷
静
な
討
議
を
重
ね
た
。
全

員
が
生
国
の
加
盟
を
望
ん
で
は
い
る

が
、
中
国
側
が
提
案
し
て
い
る
条
件

で
の
加
盟
に
つ
い
て
は
異
論
が
あ

る
」な
お
、
Ｉ
Ｂ
Ｆ
は
７３
年
７
月
の
総

会
で
も

「台
湾
追
放
、
中
国
加
盟
」

を
求
め
た
日
本
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ス

リ
ラ
ン
カ
三
国
共
同
提
案
を
、
反
対

多
数
で
否
決
し
て
い
る
。

◆
女

子
団
体

▽
準
決
勝

河
崎
ラ
ケ
ッ
ト

（
古
企
示
）

ヨ
ネ

ッ
ク
ス

３
１
１
ス
ポ
ー
ツ

（電一嬰昼称　３
１０

▽
決
勝

（青企
示
）

旭
光
学
益
子

（栃
木
）

知翡レ３
（ＳＤ２．―‐０．）．頼　頼

腸　麻
２
⌒‐５‐５‐‐７９）０
儲　臥

報　細
０
（‐２５‐―‐５‐５）２
縞　．鵬

湯　木
２
⌒‐‐‐‐‐‐０．）０
菅　原

柴　山２（‐‐１２２‐‐１３‐０‐‐一・石　崎

◆
４０
歳
以
上
シ
ン
グ
ル
ス

中
国
の
‥
Ｂ
Ｆ
加
盟
な
ら
ず

ァ

・
４
　
ロ
ン
ド
ン



価証
螺
ｌ
ｏ
訃鮫
肇

帥鉄朝研（漸
２１０
榊市鶴所（漱

▽決勝山一　日２（‐５‐５‐４‐‐‐‐‐‐２‐５）・浜　中

◆
混
合
ダ
ブ
ル
ス
決
勝

一
¨
』
一
２

（‐５４‐５
‐‐‐
５‐５‐２
）
・

動
知
神
）

◆
３０
歳
以
上
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝

浜重
（
鈴

〓
麟

２

（櫛
知
神
）
・

市
（
渡
餓
ｍ
）

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
々
決
勝

♂

』
―
北
馨
電勤

卸
ネック翻
２１１　（沼旭光学瑞

ψ
ネック勢
２１１　（池河　崎Ⅶ

♂
電茎
飢
２１１
（柴河
崎勤

▽準決勝

湯 ェ石 湯
木  勝 崎  木
2       2   2

■115‐  衝〕f爾
| | |  | | | |p713 逗じ じ
1       0   o

石    竹  相

崎    中  沢

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
決
勝
一紺‰型２⌒‐５‐５‐‐７３）０東（池頼『

一畔』一２⌒‐５‐７‐‐‐０‐６）０測刹癬）

▽決勝
銭　谷
２
⌒‐５‐５‐‐‐０‐０）０
本　間

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
決
勝

夕
（
谷本
爵
エョロ間
） ２

（‐５‐５‐２
‐‐‐
６２‐５
）
・

榊
錦
岬
）

〔̈神）２⌒‐８‐５‐‐‐５９）０市（今河鶴岬）

▽
決
勝

酬
野
鴨

２

（‐５‐５９
‐‐１
‐２８‐５
）
・

林
　
哺

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
決
勝『知神）２（‐８‐５‐‐‐４５）０̈
鋼中）

一̈』一２⌒‐５‐５‐‐５‐０）０学（沼藤刊鵬

一嗽沢̈一２（‐５‐７‐‐４‐６）０備　岬一 ▽
準
決
勝

◆
男
子

▽
準
決
勝

滋

　

賀
　
２
１
０

奈

　

良

熊

　

本

２
１
０

埼

　

玉

▽
決
勝

熊

　

本

２
１
０

滋

　

賀

霧　路２（‐５‐５‐２田‐２５‐５）・器　期

本　石
２
（‐５‐５‐‐６５）０
滝　川

第
５
回
全
国
中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

８

・
１９
　
東
京
大
田
区
体
育
館

男
女
と
も
熊
本
制
す

将
来
が
楽
し
み
の
原
口
選
手

▽
決
勝
劫　晰
２
（‐５‐５‐‐７３）０
鉢　鶴

全
日
本
男
子
オ
ー
ル
ス
タ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
フ
ル
ス
７５

８

・
３
　
東
京
台
東
区
体
育
館

飯
野
・
土
田
組
楽
勝
す

池
田
・栂
野
尾
は
小
島
・銭
谷
に
苦
杯

◆
女
子

▽
準
決
勝

北

海

道

２
１
１

大

　

阪

熊

　

本

２
１
０

福

　

井

▽
決
勝

熊

　

本

２
１
０

北

海

道

前　様
２
⌒‐５‐５‐‐・９）０
乾　糠

原　口
２
⌒‐‐‐‐‐‐・０）０
児　玉

●
１
９
７
５
年
総
集
号

3月 1日から料金を改訂させていただきます

"―
3,



「
ユ
ー
バ
ー
杯
奪
還

へ
の
道
」

が
刊
行
さ
れ
ま
す
〃

昨
年
６
月
に
行
な
わ
れ
ま
し
た

第
７
回
世
界
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権

（
ユ
ー
バ
ー
杯
）
大
会
に

お
い
て
、
わ
が
日
本
チ
ー
ム
は
地

元
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
決
勝
で
対
戦

し
、
惜
し
く
も
敗
れ
、
４
連
覇
を

は
ば
ま
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
読
者

の
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

現
在
、
日
本
女
子
チ
ー
ム
は
ユ

ー
バ
ー
杯
奪
還
の
た
め
、
役
員

・

選
手

一
九
と
な
っ
て
努
力

・
研
鑽

を
つ
づ
け
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
ど
も
日
本
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会
出
版
局
で
は
、
次
の

と
お
り
、
「第
７
回
ュ
ー
バ
ー
杯
大

会
記
録
―
―
ユ
ー
バ
！
杯
奪
還
ヘ

の
道
」
を
刊
行
い
た
す
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

●
体
裁
＝
Ａ
５
判

（約
２‐
セ
ン
チ

×
‐５
セ
ン
チ
）

●
ペ
ー
ジ
数
＝
約
１
２
０
ペ
ー
ジ

う
ち
カ
ラ
１
１６
ペ
ー
ジ
↑
工
一じ

●
発
行
日
３
月
１０
日

●
定
価
＝
１
０
０
０
円

本
書
は
、
第
７
回
ユ
ー
バ
ー
杯

大
会
の
全
記
録
を
収
録
し
、
関
係

役
員

・
選
手
の
手
記

・
談
話
、
観

戦
記
を
中
心
に
、
さ
ら
に
カ
ラ
ー

写
真
を
含
む
多
く
の
写
真
を
収
め
、

各
国
選
手
の
フ
ォ
ー
ム
や
プ
レ
ー

の
分
析
も
で
き
る
よ
つ
に
構
成
し

た
も
の
で
す
。

現
在
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
第

一
線
で
活
躍
中
の
人
々
は
も
ち
ろ

ん
、
小
中
学
生
や
家
庭
婦
人
、
ま

た
指
導
の
立
場
に
あ
る
人
々
に
も

必
ず
役
に
立
つ
も
の
で
す
。

本
書
は
、
定
価
１
０
０
０
円
で

す
が
、
「バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
」
の
読

者
の
皆
様
に
は
、特
価
９
０
０
円
、

送
料
サ
ー
ビ
ス
で
販
売
い
た
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
今
す
ぐ

ハ

ガ
キ
で
、
住
所

・
氏
名

・
学
校
ま

た
は
会
社
名
、
郵
便
番
号
、
電
話
、

申
込
部
数
を
明
記
の
マ
え
、
日
本

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
出
版
局

「
ュ

杯
」
係
ま
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

ご
予
約
の
皆
様
に
は
、　
ハ
ガ
キ

が
到
着
い
た
し
ま
す
と
、
専
用
振

込
用
紙
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
の

で
、
そ
の
用
紙
で
お
近
く
の
郵
便

局
か
ら
代
金
を
お
振
り
込
み
い
た

だ
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、　
一
割
引

・

送
料
サ
ー
ビ
ス
で
、
ご
予
約
く
だ

さ
る
よ
つ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
予
約
宛
先
＝
〒
硼
東
京
都
渋
谷

区
神
南

一
ノ

一
ノ

一
。
」狂
記
念
体

育
会
館

・
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
出
版
局

「
ュ
杯
」
係

大
会
予
定

カ
レ
ン
ダ
ー

◆
す
で
に
行
わ
れ
た
大
会

１
月
２４

・
２５
日
＝
ト
マ
ス
杯
大
会

ア
ジ
ア
東
地
区
決
勝

（東
京
）

２
月
１
日
＝
第
５
回
国
際
競
技
大

会

（日
独
対
抗
Ｘ
会
津
若
松
）

２
月
８
日
＝
同
大
会

（函
館
）

２
月
Ｈ
日
＝
同
大
会

（東
京
）

２
月
１４

・
‐５
日
＝
全
日
本
総
合
選

手
権
団
体
戦

（東
京
）

◆
開
催
を
予
定
し
準
備
中
の
大
会

３
月
５
日
＝
第
７
回
全
日
本
女
子

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（東
京
代
々
本
第
二
体
育
館

・
午

後
３
時
か
ら
）

３
月
末
日
ま
で
に
＝
ト
マ
ス
杯
大

会
ア
ジ
ア
地
区
決
勝

（場
所
対
戦

相
手
未
定
）

５
月
初
Ｈ
全
日
本
実
業
団
選
手
権

（神
奈
川
藤
沢
市
）

５
月
２５
～
６
月
５
日
＝
ト
マ
ス
杯

大
会

穴

ン
コ
ク
）

以
下
詳
細
未
定
の
大
会

全
日
本
社
会
人
選
手
権

（宮
崎
）

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
（
８
月
）

全
日
本
教
職
員
選
手
権

（東
京
）

国
民
体
育
大
会

（１０
月
）

全
日
本
学
生
選
手
権

全
日
本
総
合
選
手
権

（１２
月

・
東

一示
）

A5判 :20ページ
カラー写真多数収録

いますぐ ご予約を

予約特価  900円
〈送 料 サ ー ビ ス 〉

]ヽ中学生から第一線フレーヤ

ーまで～家庭婦人～指導者に

も興味ある記事がいつぱい
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スピー ド、パワー、スマー トーーー近代バ ドミントンを追求するゴ セン

ノ〃
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勝ちたいなぢ
ゴーセ ンバ ドミン トンラケ ントの 人気が急
11,「 してぃ ます。一‐流選 手のア ドウ ァィスを
積極的に取 り入れ、開 発 された特殊 イ)板に よ
る力強いフ レーム、抜群の弾力 11:、 重量・パ

ラン スの素 H青 らしさな どがその秘密。
さらに世 界で初め ての ステンレスワ ィャー
巻付・特殊油・ 香水入 りが /卜 《ゥ ィンテ ン
クス)が加われは まさに 鬼に金 |卜。 あなたの
スコアア  プ (ょ ゴ_セ ンにお まかせ ドさぃ ^

■ it鍛
コ tコ ン 0

★世界の ガ ントと言われ るコ・―センガ ントは、
その一 本一 本にすべ て品質保証の ネームが記
入され てい ます。 よ く確かめ類似品に ご注意
ドさい。

●シャープさで定評のコtセンパドミントンラケ トもお試し下さい。
ラ ケ ッ ト の 決 め 手

Hy Thomas
●本社・大阪市東区豊後町 4806‐ 942‐ 5816
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月
刊

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
」
第
７５
号

昭
和
五
十

一
年

一
――

一
日
発
行

´

昭
和
四
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日

劉一副”脚嚇詢̈
　発行所
ネ
ス
都
渋
谷
糧
静
紳
に
シ
（み
に
　
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会

定
価

二
百

二
十
円

時速270Mの
ッシユ/

まっ黒いラケットから、まっ白いシャトルコッ

クが寺速270kmの スピードで、相手コートに

たたきつけられる。目にもとまらぬスマッシ

ュ。今や噂のラケット、プラッキー。その秘密は

¬ネックスが初めて可能にした、極細の特殊

ステンレスシャフト。ぐんと糸日身で、普通よ

り長日ですから、まるでムチのように打つ瞬

間鋭利にしなります。息をのむ反発力です。そ

のうえ、特殊合金フレームの強さがプラスさ

れ、切れ味のよい攻撃力。あそこで、ここで、

プラックパワーと恐れられています。
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